
一
五
世
紀
モ
ロ
ッ
コ
北
部
に
お
け
る
王
権
と
遊
牧
民
部
族

ー
ー
シ
ャ
ー
ウ
ィ
ー
ヤ
の
形
成
を
中
心
に
一

篠

田

口矢

暁

【
要
約
扁
　
十
五
世
紀
モ
ロ
ッ
コ
で
は
、
支
配
王
朝
で
あ
る
マ
リ
…
ン
朝
の
王
権
蓑
退
と
共
に
、
ま
ず
こ
の
地
域
に
お
け
る
既
存
の
遊
牧
民
部
族
秩
序
の
解

体
が
、
次
い
で
解
体
さ
れ
た
諸
要
素
の
再
構
成
が
な
さ
れ
た
。
当
時
モ
ロ
ッ
コ
北
部
で
台
頭
し
、
こ
の
世
紀
半
ば
の
ワ
ッ
タ
ー
ス
朝
成
立
に
も
深
く
関
与

す
る
な
ど
強
勢
を
誇
っ
た
ベ
ル
ベ
ル
入
遊
牧
民
部
族
集
醐
シ
ャ
ー
ウ
ィ
ー
ヤ
の
形
成
は
、
そ
の
一
環
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
モ
ロ
ッ
コ
北
部
で
活
動
し
て
い

た
様
々
な
起
源
の
遊
牧
民
部
族
が
、
王
権
に
課
す
る
致
治
的
立
場
を
巡
っ
て
対
立
し
あ
う
中
で
形
成
さ
れ
た
、
ベ
ル
ベ
ル
人
と
し
て
の
帰
属
意
識
を
共
有

す
る
集
団
で
、
次
第
に
現
在
こ
の
名
で
呼
ば
れ
て
い
る
大
藤
洋
沿
岸
の
一
帯
に
定
着
し
て
い
っ
た
。
こ
の
と
き
、
ア
ラ
ブ
入
や
ベ
ル
ベ
ル
入
と
い
う
概
念

は
、
実
際
の
文
化
的
状
況
や
六
指
関
係
以
上
に
、
あ
る
地
域
内
で
の
政
治
的
状
況
や
経
済
的
権
利
を
示
す
も
の
に
変
化
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
史
林
　
九
二
巻
匹
号
　
瓜
○
〇
九
年
七
月

は
　
じ
　
め
　
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

モ
ロ
ッ
コ
史
の
中
で
　
五
世
紀
と
い
う
時
代
は
、

未
だ
不
明
な
点
が
多
い
な
が
ら
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
に
よ
る
沿
岸
地
域
の
占
領
、
一
四
六
五
年

の
フ
ァ
ー
ス
の
都
市
反
乱
に
象
徴
さ
れ
る
シ
ャ
リ
！
フ
崇
敬
の
政
治
化
、
そ
し
て
タ
リ
ー
カ
目
シ
ャ
ー
ズ
ィ
リ
ー
ヤ
の
一
派
で
あ
る
ジ
ャ
ズ
！

リ
ー
ヤ
の
登
場
と
い
っ
た
、
こ
れ
以
降
の
歴
史
で
重
要
に
な
る
様
々
な
要
素
が
現
れ
た
時
代
と
い
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。
近
年
の
硯
究
で
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

こ
れ
ら
と
～
六
世
紀
以
降
の
こ
の
地
域
に
お
け
る
シ
ャ
リ
ー
フ
王
朝
成
立
と
の
関
係
が
主
題
と
な
っ
て
い
る
。
そ
の
一
方
で
、
こ
の
世
紀
に
モ
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ロ
ッ
コ
の
支
配
王
朝
で
あ
っ
た
マ
リ
ー
ン
朝
や
ワ
ッ
タ
ー
ス
朝
の
政
権
担
当
者
た
ち
の
動
向
は
、
弱
体
な
王
権
の
重
要
性
に
乏
し
い
裟
末
な
問

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

題
と
し
て
、
余
り
顧
み
ら
れ
て
い
な
い
。

　
こ
の
こ
と
は
、
王
権
と
遊
牧
民
部
族
集
団
の
関
係
に
つ
い
て
も
い
え
る
。
ち
ょ
う
ど
＝
二
世
紀
ム
ワ
ッ
ヒ
ド
朝
に
対
し
て
マ
リ
ー
ン
朝
が
そ

う
で
あ
っ
た
よ
う
に
、
イ
ブ
ン
・
ハ
ル
ド
ゥ
ー
ン
が
い
う
と
こ
ろ
の
ア
サ
ビ
ー
ヤ
（
連
帯
意
識
．
》
超
げ
そ
冤
接
）
が
消
失
し
衰
え
た
王
朝
に
対
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

て
新
た
に
登
場
す
る
連
帯
集
団
、
つ
ま
り
部
族
集
団
形
成
の
問
題
は
、
マ
リ
ー
ン
朝
衰
退
期
に
関
し
て
は
こ
れ
ま
で
重
視
さ
れ
て
い
な
い
。
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

か
し
こ
の
時
期
に
闘
す
る
諸
史
料
を
検
討
す
る
と
、
…
四
世
紀
後
半
か
ら
一
五
世
紀
の
モ
ロ
ッ
コ
に
お
い
て
、
既
存
の
部
族
秩
序
の
解
体
と
そ

の
再
構
成
が
、
王
権
の
衰
退
と
混
乱
及
び
そ
の
後
の
沈
静
化
に
並
行
し
て
な
さ
れ
た
こ
と
が
、
断
片
的
な
が
ら
見
え
て
く
る
。

　
こ
の
「
部
族
」
と
呼
ば
れ
る
概
念
が
し
ば
し
ば
、
そ
の
元
来
含
意
し
て
い
る
何
ら
か
の
実
際
の
血
縁
関
係
を
越
え
た
多
様
な
関
係
i
例
え

ば
マ
ウ
ラ
…
関
係
　
　
に
基
づ
く
社
会
組
織
に
適
用
さ
れ
る
こ
と
は
、
西
ア
ジ
ア
の
歴
史
で
は
良
く
知
ら
れ
て
い
る
。
そ
し
て
こ
の
時
代
の
モ

ロ
ッ
コ
に
お
い
て
形
成
さ
れ
た
様
々
な
部
族
集
団
の
多
く
も
ま
た
、
政
治
的
、
地
縁
的
な
関
係
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
た
集
団
が
、
部
族
と
い
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

柔
軟
な
概
念
を
用
い
て
自
己
認
識
し
た
も
の
に
思
わ
れ
る
。

　
本
稿
で
は
、
特
に
モ
ロ
ッ
コ
北
部
で
こ
の
時
期
王
権
と
重
大
な
関
わ
り
を
持
ち
な
が
ら
成
長
し
た
シ
ャ
ー
ウ
ィ
ー
ヤ
と
呼
ば
れ
る
遊
牧
民
部

族
集
団
を
中
心
に
、
当
時
の
部
族
集
団
形
成
を
巡
る
一
連
の
動
き
を
解
明
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。
こ
の
シ
ャ
ー
ウ
ィ
ー
ヤ
と
い
う
言
葉
は

元
来
、
ア
ラ
ビ
ア
語
で
羊
な
ど
の
家
畜
を
指
す
鐙
ス
、
伽
≦
頃
）
か
ら
派
生
し
た
、
家
畜
の
放
牧
に
依
拠
し
た
遊
牧
経
済
を
営
む
人
々
を
一
般

　
　
　
　
　
　
　
⑦

に
指
す
名
詞
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
北
ア
フ
リ
カ
で
は
こ
の
言
葉
は
歴
史
的
変
遷
を
経
て
次
第
に
特
定
の
ベ
ル
ベ
ル
人
部
族
の
呼
称
と
し
て
用
い

ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
モ
ロ
ッ
コ
で
は
特
に
上
述
の
部
族
秩
序
の
解
体
と
再
構
成
の
結
果
、
タ
ー
マ
ス
ナ
ー
地
方
…
大
西
洋
、
ウ
ン
ム
・
ア

ッ
ラ
ビ
ー
イ
河
、
中
ア
ト
ラ
ス
山
脈
か
ら
張
り
出
し
た
高
原
地
帯
、
そ
し
て
ブ
ー
・
ラ
グ
ラ
！
グ
河
に
挟
ま
れ
た
平
野
部
を
指
す
歴
史
的
地
名

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

一
で
活
動
す
る
部
族
集
団
を
指
す
呼
称
と
し
て
定
着
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　
筆
者
の
知
見
の
限
り
モ
ロ
ッ
コ
の
シ
ャ
ー
ウ
ィ
ー
ヤ
に
関
す
る
研
究
は
乏
し
く
、
特
に
厳
密
な
史
料
批
判
に
基
づ
い
た
本
格
的
な
歴
吏
研
究

66　（700）



　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

は
未
だ
な
さ
れ
て
い
な
い
。
本
稿
で
は
ま
ず
、
マ
リ
ー
ン
朝
期
の
部
族
秩
序
が
解
体
す
る
前
（
一
四
洪
紀
以
前
）
の
タ
ー
マ
ス
ナ
ー
地
方
に
お

け
る
部
族
の
状
況
及
び
、
こ
の
時
期
に
お
け
る
シ
ャ
ー
ウ
ィ
ー
ヤ
と
い
う
言
葉
の
意
味
を
明
ら
か
に
す
る
。
そ
し
て
こ
の
言
葉
と
部
族
集
団
と

い
う
二
つ
の
要
素
が
一
五
世
紀
以
降
ど
の
…
様
に
変
化
し
、
最
終
的
に
結
び
つ
い
た
か
を
、
主
に
ア
ラ
ビ
ア
語
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
語
の
史
料
を
用
い

て
、
こ
の
世
紀
中
葉
の
ワ
ッ
タ
ー
ス
朝
成
立
ま
で
を
中
心
に
で
き
る
だ
け
詳
細
に
検
討
し
、
こ
の
時
期
の
モ
ロ
ッ
コ
に
お
け
る
部
族
秩
序
の
変

化
の
重
要
性
を
明
ら
か
に
し
た
い
。

　
な
お
、
主
に
利
用
し
た
史
料
の
略
称
及
び
そ
の
詳
細
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

一五世紀モロッコ北部における王権と遊牧民部族（篠田）
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鷺
鶉
湯
鍵
噌
簿
旧
丙
笹
理
》
一
Φ
c
Q
O
◎
’

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

菊
P
笹
峯
》
ぼ
N
鶏
．
（
～
蓼
一
も
Q
鱒
①
）
．
沁
織
塁
ミ
心
㌣
鷺
漁
Φ
創
．
．
》
ぴ
伽
p
『
≦
m
ゲ
7
岡
げ
げ
・
ζ
餌
蕊
鋒
｝
9
ゲ
”
観
理
レ
①
Φ
ρ

ω
認
”
曽
甲
9
冒
涜
斜
切
ザ
厳
秘
餌
び
・
．
〉
騨
（
H
G
。
①
鼻
蓬
に
軽
邸
Y
出
㍗
象
N
簿
N
帖
§
亀
．
、
，
欝
馬
譜
電
ミ
ミ
ミ
ミ
ミ
画
○
。
く
。
｝
9
①
画
竃
蕊
冨
欝
5
ぴ
仙
鋤
肥
ρ
四
三
H
．
》
掻
”
ω
爵
a
r

　
　
　
　
⑳

　
　
6
⑩
メ

司
く
国
一
〇
餌
。
》
圖
く
碧
①
。
。
（
一
鼻
O
①
＼
c
c
I
一
群
c
Q
q
＼
Φ
O
）
．
．
、
6
嬉
隠
p
¢
o
山
勲
く
凱
餌
①
脇
①
＃
o
ω
μ
o
ヨ
鉱
8
く
Φ
H
ε
○
ω
o
ω
○
噌
」
貯
郎
器
∪
．
蜀
Φ
ヨ
p
p
島
○
、
．
”
O
奪
、
蕊
M
＜
○
ピ
押
①
創

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

　
　
　
》
匹
Φ
｝
ざ
○
傷
Φ
》
一
ヨ
Φ
凱
餌
O
巴
勲
山
P
O
O
｝
ヨ
鐸
P
H
⑩
①
ρ

①
　
本
稿
で
は
通
例
に
習
い
、
歴
史
的
に
マ
グ
リ
ブ
・
ア
ク
サ
ー
（
「
西
の
果
て
」

　
の
意
味
）
と
呼
ば
れ
る
、
北
ア
フ
リ
カ
酉
部
の
ア
ト
ラ
ス
山
脈
と
大
西
洋
、
地
中

　
海
に
囲
ま
れ
た
地
域
に
対
し
て
、
こ
の
呼
称
を
用
い
た
。
た
だ
し
本
稿
で
扱
っ
た

　
晴
代
に
関
し
て
、
こ
の
地
域
に
そ
れ
ほ
ど
政
治
的
一
体
性
は
見
ら
れ
な
い
こ
と
を

　
注
記
し
て
お
く
。

②
一
六
世
紀
モ
ロ
ッ
コ
南
部
の
ス
ー
ス
地
方
か
ら
台
頭
し
た
サ
ァ
ド
家
の
人
々
は
、

　
彼
ら
が
王
張
す
る
シ
ャ
リ
ー
フ
と
し
て
の
権
威
と
ジ
ャ
ズ
ー
り
一
の
弟
子
筋
に
当

　
た
る
ス
ー
フ
ィ
ー
た
ち
の
支
持
に
よ
っ
て
、
こ
の
地
方
の
黙
々
を
異
教
徒
へ
の
肇

　
戦
に
動
員
す
る
こ
と
に
成
功
し
、
新
た
な
王
朝
を
打
ち
立
て
る
こ
と
が
で
き
た
と

　
考
え
ら
れ
て
い
る
。
例
え
ば
い
碧
。
面
一
〇
刈
9
誌
湖
心
ω
ト
っ
を
参
照
。

③
現
代
の
研
究
者
の
こ
の
よ
う
な
態
度
は
、
こ
の
隠
期
の
マ
リ
…
ン
朝
や
ワ
ッ

　
タ
ー
ス
朝
に
関
す
る
モ
ロ
ッ
コ
人
に
よ
る
ア
ラ
ビ
ア
語
史
料
が
殆
ど
皆
無
で
あ
る

　
と
い
う
史
料
上
の
制
約
も
関
係
し
て
い
る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
～
五
世
紀
モ
ロ
ッ

　
コ
史
概
究
は
、
近
年
上
記
の
諸
問
題
．
に
関
し
て
は
進
展
が
あ
っ
た
も
の
の
、
一
次
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史
料
を
用
い
た
政
冶
通
史
は
O
o
募
一
り
悼
O
以
降
未
だ
出
て
い
な
い
。
し
か
し
こ

　
の
研
究
は
史
料
の
扱
い
が
非
常
に
杜
撲
で
誤
り
が
多
く
、
現
在
で
は
利
用
に
酎
え

　
な
い
と
判
断
し
た
。

④
お
そ
ら
く
研
究
者
の
問
題
意
識
の
中
に
、
モ
ロ
ッ
コ
で
は
一
五
…
｝
六
世
紀
に

　
マ
リ
ー
ン
朝
ま
で
の
ア
サ
ビ
ー
ヤ
に
基
づ
い
た
部
族
的
な
王
権
か
ら
、
サ
ァ
ド
朝

　
お
よ
び
ア
ラ
ウ
ィ
ー
朝
の
、
預
欝
者
の
撫
統
を
政
治
的
主
奪
権
行
使
の
正
当
性
の

　
根
拠
と
し
、
ま
た
モ
ロ
ッ
コ
の
部
族
社
会
か
ら
遊
離
し
た
王
権
へ
の
移
行
が
な
さ

　
れ
る
と
い
う
図
式
的
理
解
が
影
響
し
て
い
る
た
め
で
は
な
い
か
。
こ
の
よ
う
な
見

　
方
か
ら
す
れ
ば
、
個
々
の
部
族
集
団
の
動
向
は
、
王
権
に
よ
っ
て
抑
制
さ
れ
な
が

　
ら
他
の
柱
会
集
翻
と
対
立
し
あ
う
有
象
無
象
の
集
団
の
ひ
と
つ
に
よ
る
、
些
細
な

　
事
件
の
連
な
り
と
し
て
認
識
さ
れ
て
し
ま
う
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
モ
ロ
ッ
コ

　
が
地
域
ご
と
に
細
分
化
さ
れ
て
い
た
こ
の
時
代
に
、
シ
ャ
リ
ー
フ
を
こ
れ
ら
の
地

　
域
全
体
の
支
配
者
と
し
て
推
戴
す
る
、
一
つ
の
主
体
と
し
て
の
社
会
と
い
う
も
の

　
が
実
在
し
て
い
た
と
は
考
え
ら
れ
な
い
と
い
う
の
が
、
本
稿
の
筆
者
の
見
解
で
あ

　
る
。

⑤
こ
こ
で
は
、
あ
る
地
域
に
存
在
す
る
、
系
譜
と
い
う
形
で
記
述
さ
れ
る
分
節
化

　
さ
れ
た
諸
集
団
内
外
で
の
政
治
的
関
係
の
総
体
と
し
て
理
解
し
て
頂
き
た
い
。
ま

　
た
そ
れ
ら
は
各
々
、
自
身
の
経
済
的
権
利
や
文
化
的
伝
統
を
受
け
継
ぎ
、
主
張
す

　
る
で
あ
ろ
う
。

⑥
北
ア
フ
リ
カ
に
お
け
る
、
父
系
濡
縁
関
係
意
識
を
超
え
た
部
族
形
成
の
問
題
に

　
つ
い
て
は
、
歴
史
的
な
研
究
で
は
な
い
が
じ
d
の
お
器
一
り
⊆
”
趣
が
今
で
も
参
考
に
な

　
る
。
筆
者
は
こ
の
ノ
ー
ト
を
、
二
〇
〇
一
年
に
出
版
さ
れ
た
6
麟
Φ
お
墓
の
論
文
集

　
で
参
照
し
た
。

⑦
ラ
テ
ン
文
字
表
記
で
は
鈴
鼠
葦
夢
と
な
る
。
こ
れ
は
や
や
特
殊
な
形
態
の
変

　
化
を
す
る
語
で
、
家
畜
の
主
に
離
を
指
す
鰍
緊
の
所
麿
者
で
あ
る
鐙
鼠
藁
と
い

　
う
名
詞
に
、
薮
、
ヨ
碧
ぴ
暮
聾
が
付
い
て
集
義
名
詞
化
し
た
も
の
で
あ
る
。
凄
昌

　
竃
§
慧
炉
緊
§
黒
鼠
ミ
黛
O
習
0
脱
ダ
ぎ
＝
ω
曽
憲
ひ
O
り
高
回
を
参
照
。

⑧
な
お
現
在
の
モ
ロ
ッ
コ
で
こ
の
地
方
は
、
シ
ャ
ー
ウ
ィ
…
ヤ
・
ワ
ル
デ
ィ
ー
ガ

　
地
域
圏
⑬
雲
離
障
7
い
贈
鼠
》
・
騰
ゲ
≦
費
匹
蒜
塾
と
呼
ば
れ
る
行
政
区
域
に
属
し
て
い

　
る
。
ま
た
ア
ル
ジ
ェ
リ
ア
で
は
、
特
に
東
部
カ
ビ
ー
リ
ー
や
地
方
の
ア
ウ
ラ
…
ス

　
山
地
に
暮
ら
す
部
族
集
団
が
こ
の
呼
称
で
呼
ば
れ
る
。

⑨
モ
ロ
ッ
コ
の
シ
ャ
ー
ウ
ィ
ー
ヤ
に
関
す
る
比
較
的
重
要
な
先
行
研
究
と
し
て
は
、

　
一
…
○
激
紀
初
頭
実
際
に
こ
の
地
方
を
旅
し
た
祉
会
軸
重
に
よ
る
O
o
実
働
一
〇
〇
9

　
ト
ひ
み
、
モ
ロ
ッ
コ
の
フ
ラ
ン
ス
に
よ
る
保
護
国
化
後
行
わ
れ
た
調
査
に
基
づ
い
た

　
護
更
魯
ω
。
ぎ
無
憂
＆
信
金
簿
§
む
録
一
藍
建
が
挙
げ
ら
れ
よ
う
。
特
に

　
離
者
は
、
実
地
で
の
経
験
と
…
黙
黙
紀
の
イ
ブ
ン
・
ハ
ル
ド
ゥ
ー
ン
及
び
｝
六
世

　
紀
の
レ
オ
・
ア
フ
リ
カ
ヌ
ス
に
よ
る
文
献
を
も
と
に
、
シ
ャ
…
ウ
ィ
ー
ヤ
と
い
う

　
言
葉
が
こ
の
地
方
で
活
動
す
る
部
族
集
団
の
呼
称
で
あ
る
こ
と
、
前
者
の
史
料
で

　
は
シ
ャ
ー
ウ
ィ
ー
ヤ
と
い
う
譲
葉
は
必
ず
し
も
特
定
の
部
族
を
指
す
呼
称
と
し
て

　
贋
い
ら
れ
て
い
な
い
こ
と
を
指
摘
し
、
ま
た
北
ア
フ
リ
カ
各
地
に
贋
住
し
こ
の
名

　
称
で
呼
ば
れ
る
部
族
集
団
の
歴
史
や
、
彼
の
時
代
に
お
け
る
シ
ャ
ー
ウ
ィ
…
や
の

　
状
況
に
つ
い
て
も
伝
え
て
い
る
が
、
こ
の
雪
葉
が
表
す
も
の
の
…
五
枇
紀
に
お
け

　
る
変
化
を
十
分
に
捉
え
て
い
な
い
。
後
餐
は
地
方
史
的
な
枠
組
み
の
中
で
シ
ャ
…

　
ウ
ィ
…
や
に
つ
い
て
君
及
し
て
い
る
が
、
こ
の
言
葉
を
、
本
稿
で
扱
う
意
味
で
の

　
シ
ヤ
ー
ウ
ィ
ー
ヤ
だ
け
で
な
く
、
シ
ャ
ー
ウ
ィ
…
ヤ
地
方
の
住
区
一
般
に
対
し
て

　
も
明
確
な
区
別
無
く
用
い
て
お
り
、
さ
ら
に
典
拠
を
胆
確
に
示
し
て
い
な
い
。
ま

　
た
箇
H
卜
⊃
、
、
鉱
あ
潔
詞
曲
凄
〉
．
．
の
項
目
は
、
第
　
…
版
出
版
当
時
（
皿
九
九
六
年
）
既

　
に
亡
く
な
っ
て
い
た
○
．
ψ
O
o
獣
p
に
よ
る
も
の
で
、
第
㎝
版
（
皿
九
二
七
年
）

　
の
記
述
が
ほ
ぼ
そ
の
ま
ま
再
録
さ
れ
て
い
る
。
内
容
の
面
で
は
、
情
報
が
大
分
整

　
理
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
除
け
ば
、
前
述
の
二
つ
の
研
究
と
特
に
変
わ
ら
な
い
。

⑩
野
嘗
遷
刈
①
呼
心
話
』
感
の
下
句
か
ら
な
る
韻
文
で
轡
か
れ
た
、
ヒ
ジ
ュ
ラ

　
暦
九
五
〇
年
ま
で
の
ワ
ッ
タ
ー
ス
朝
史
。
著
者
は
｝
五
二
七
…
二
八
年
か
ら
没
年

　
ま
で
、
テ
ィ
ト
ワ
ー
ン
の
カ
ー
デ
ィ
ー
だ
っ
た
人
物
で
あ
る
。

⑫
　
笹
鍵
a
識
し
。
①
窪
霞
宇
一
。
。
．
著
春
は
ジ
ョ
ア
ン
乱
世
の
治
世
に
外
交
官
と
し
て
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活
躍
し
た
後
、
そ
の
後
マ
ヌ
エ
ル
一
世
の
治
世
ま
で
王
家
年
代
記
作
家
の
地
位
に

　
あ
っ
た
。
た
だ
し
こ
の
年
代
記
の
記
事
の
多
く
は
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
最
初
の
王
家
年

　
代
記
作
家
で
あ
る
フ
ェ
ル
ナ
ン
・
ロ
ペ
ス
閃
Φ
ヨ
似
。
轡
。
唱
Φ
ω
と
、
そ
の
後
任
者
で

　
あ
る
ゴ
メ
ス
・
エ
ア
ネ
ス
・
デ
・
ズ
ラ
ラ
O
o
ヨ
Φ
ω
目
糞
碧
①
ω
号
N
霞
鋤
篤
に
よ
る

　
も
の
で
、
ピ
ナ
の
役
割
は
そ
れ
ら
の
編
集
に
留
ま
る
と
の
見
解
が
…
般
的
で
あ
る
。

⑫
こ
の
年
代
記
に
つ
い
て
は
一
七
九
〇
年
の
ぢ
徐
○
霞
同
留
号
G
。
Φ
【
錘
版
、
～

　
九
一
四
年
の
≧
｛
話
傷
O
O
o
巴
7
0
匹
⑦
該
9
α
q
鉱
げ
上
江
版
、
　
㎜
九
六
六
年
の

　
諺
艮
ひ
嵐
。
じ
d
9
α
q
Φ
。
。
O
o
①
導
。
版
を
参
照
で
き
た
。
こ
の
う
ち
｝
七
九
〇
年
版
は
、

　
そ
の
序
文
に
よ
れ
ば
こ
の
年
代
記
の
最
初
に
印
刷
さ
れ
た
版
と
な
る
が
、
王
家
文

　
夏
号
の
も
の
に
従
っ
た
と
だ
け
説
明
が
あ
る
（
℃
■
①
①
）
。
㎝
九
六
六
年
版
は
一
七

　
九
〇
年
版
の
テ
キ
ス
ト
を
定
本
に
、
さ
ら
に
現
代
的
な
綴
り
に
改
め
た
も
の
で

　
（
や
培
）
、
読
み
易
く
は
あ
る
も
の
の
特
に
学
術
的
価
値
が
あ
る
と
は
思
わ
れ
な

　
い
。
～
九
㎜
隅
年
半
は
P
N
㎝
？
α
①
の
註
に
よ
れ
ば
、
　
…
九
〇
一
年
の
O
鋤
鐸
δ
｝

　
勺
2
鉱
疑
版
の
誤
り
数
箇
所
を
粛
正
し
、
文
献
解
題
と
註
を
新
た
に
付
し
た
も
の

　
で
あ
る
。
ま
た
C
d
茜
α
Q
麟
一
⑩
露
　
禽
に
よ
れ
ば
、
竃
噛
ピ
。
℃
Φ
ω
経
≧
日
鉱
象
に
よ

　
っ
て
【
九
七
七
年
に
出
版
さ
れ
た
版
も
あ
る
よ
う
だ
が
、
利
用
で
き
な
か
っ
た
。

　
本
稿
で
は
一
九
一
陽
年
版
を
利
用
し
た
。

⑬
著
者
は
グ
ラ
ナ
ダ
に
生
ま
れ
、
フ
ァ
ー
ス
で
ワ
ッ
タ
ー
ス
朝
の
ス
ル
タ
…
ン
に

　
仕
え
た
が
、
イ
ス
タ
ン
ブ
ー
ル
へ
の
旅
行
の
帰
途
で
捕
虜
と
な
り
、
改
宗
し
て

　
ロ
ー
マ
に
滞
在
し
た
。
北
ア
フ
リ
カ
を
中
心
に
し
た
地
理
轡
で
あ
る
こ
の
史
料
は
、

　
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
入
が
直
接
ア
フ
リ
カ
大
陸
に
入
り
込
む
よ
う
に
な
る
ま
で
の
三
世
紀

　
に
一
旦
り
、
こ
の
地
域
に
閲
す
る
情
報
の
権
威
と
し
て
通
用
し
た
。
彼
の
生
涯
や
後

　
代
へ
の
影
響
に
つ
い
て
は
、
℃
置
署
ω
即
ω
蝕
ユ
一
り
り
心
や
竃
突
。
器
ゆ
鱒
0
8
を
参

　
照
。

⑭
O
》
い
ω
鱒
①
刈
。
。
高
ρ
欝
気
6
刈
①
卜
。
誌
離
心
卜
。
一
望
く
学
℃
「
。
＜
自
ゆ
節
＝
り
鎚

　
δ
甲
這
る
ミ
ふ
9
サ
ァ
ド
朝
期
を
代
表
す
る
文
筆
家
、
歴
史
家
の
一
人
。
O
臨

　
は
イ
ブ
ン
・
ハ
ッ
リ
カ
ー
ン
の
物
故
録
の
補
遺
で
、
ほ
ぼ
ア
ブ
ジ
ャ
ド
順
で
配
列

　
さ
れ
て
い
る
。

⑮
σ
O
》
一
”
マ
ω
○
．
著
考
は
グ
ラ
ナ
ダ
に
生
ま
れ
、
若
い
頃
カ
ル
ロ
ス
一
世
の
軍

　
隊
に
加
わ
っ
て
ア
フ
リ
カ
に
渡
り
、
モ
ロ
ッ
コ
で
長
期
間
捕
虜
と
し
て
暮
ら
し
た

　
経
験
を
持
つ
。
こ
の
著
作
は
O
＞
を
元
に
彼
自
身
の
経
験
や
そ
の
後
得
た
情
報

　
を
舶
え
た
も
の
で
、
北
ア
フ
リ
カ
を
申
心
に
し
た
歴
史
書
で
あ
る
第
～
部
が
～
五

　
七
三
年
グ
ラ
ナ
ダ
で
、
地
理
書
で
あ
る
第
二
部
が
一
五
九
九
年
マ
…
ラ
ガ
で
出
版

　
さ
れ
た
。
そ
の
後
一
九
五
三
年
に
な
っ
て
飽
二
部
の
み
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
版
で
出
版

　
さ
れ
て
い
る
。

⑯
フ
ァ
ー
ス
の
著
名
入
の
伝
記
を
申
心
に
し
た
都
市
史
。

⑰
田
N
∴
、
濁
気
閑
出
》
じ
u
O
舅
”
　
○
〉
じ
呼
潔
卜
⊃
ム
黛
ω
b
。
”
。
。
お
－
駆
介
G
。
訂
け
弩
三
Φ
噌

　
一
〇
c
。
卜
。
…
禽
ふ
ω
．
ト
ゥ
ー
ヌ
ス
に
生
ま
れ
、
西
地
中
海
世
界
の
政
局
に
長
く
関
与

　
し
た
後
、
エ
ジ
プ
ト
に
亡
命
し
、
カ
ー
ヒ
ラ
で
没
。
中
世
イ
ス
ラ
…
ム
世
界
を
代

　
表
す
る
歴
史
家
、
思
想
家
の
　
人
。
財
。
づ
は
北
ア
フ
リ
カ
の
歴
史
を
扱
っ
た
箇
所

　
の
仏
語
訳
で
あ
り
、
か
な
り
古
い
が
、
利
用
で
き
た
校
訂
の
質
が
良
く
な
か
っ
た

　
た
め
や
む
を
得
ず
参
照
し
た
。
算
ζ
は
有
名
な
序
文
の
日
本
軍
訳
で
あ
る
。

⑱
ヒ
ジ
ュ
ラ
暦
八
燈
紀
か
ら
＝
世
紀
初
頭
ま
で
の
年
代
順
の
伝
記
集
。

⑲
鶯
呼
．
．
寧
頃
》
ω
凄
畷
Q
賭
、
げ
O
》
U
ω
曽
①
。
。
押
①
⑩
G
。
藩
臣
二
一
り
桑
門
。
”
ミ
禽

　
ピ
価
く
学
℃
「
o
く
㊦
岩
鉱
一
紹
b
。
一
号
？
膳
メ
著
者
は
フ
ァ
ー
ス
の
タ
リ
ー
カ
魏
シ
ャ
ー

　
ズ
イ
リ
…
や
の
一
派
ザ
ー
ウ
イ
ヤ
ほ
フ
ァ
ー
ス
イ
ー
ヤ
の
創
始
者
で
あ
る
、
ア

　
ブ
…
・
ア
ル
マ
ハ
ー
ス
ィ
ン
・
ユ
ー
ス
フ
の
患
子
の
一
入
。
こ
の
史
料
は
父
親
の

　
伝
記
で
あ
る
が
、
ザ
ー
ウ
ィ
や
関
係
者
の
伝
記
や
同
時
代
の
事
件
に
関
す
る
多
く

　
の
記
述
を
含
む
。

⑳
　
○
》
い
呼
ゆ
分
ω
卜
。
ふ
ト
。
ふ
G
。
慧
磐
α
∴
伊
エ
ジ
プ
ト
の
年
代
記
作
家
で
～
四
六
〇

　
年
ご
ろ
北
ア
フ
リ
カ
を
旅
し
た
。
こ
の
年
代
記
は
史
料
に
乏
し
い
こ
の
時
期
の
北

　
ア
フ
リ
カ
に
関
す
る
重
要
な
情
報
源
で
、
七
d
同
§
。
・
o
ザ
〈
お
の
翻
訳
が
あ
る
が
、
写

　
本
は
断
片
的
に
し
か
残
っ
て
い
な
い
。

⑳
O
諺
じ
ト
。
・
濾
。
筋
塀
器
雫
ω
c
。
　
い
窪
－
℃
3
話
岩
賠
搭
鐸
器
令
G
。
P
、
ミ
ク
ナ
i （704）7e



　
ス
で
生
ま
れ
、
フ
ァ
ー
ス
に
移
っ
て
カ
ラ
ウ
ィ
ー
イ
ー
ン
金
曜
礼
拝
マ
ス
ジ
ド
の

　
ハ
テ
ィ
ー
ブ
と
教
授
の
職
を
務
め
た
。
こ
の
更
料
は
ミ
ク
ナ
ー
ス
の
都
市
史
で
あ

　
り
、
こ
の
町
に
関
わ
り
の
あ
る
著
名
入
の
伝
記
を
多
く
収
め
て
い
る
。

⑫
　
匹
呼
．
．
お
翼
》
し
σ
矧
N
》
節
、
、
ド
O
》
ピ
ト
。
一
業
ρ
ω
拶
ω
ω
ρ
ω
醐
p
欝
讐
厳
霞
む
Q
。
婚

　
一
。
。
山
①
．
イ
ド
リ
ー
ス
朝
に
よ
る
フ
ァ
ー
ス
建
設
以
降
の
都
衛
史
と
そ
の
支
配
王

　
朝
の
歴
史
書
で
、
マ
リ
…
ン
朝
初
期
史
の
基
本
文
献
で
あ
る
。

⑱
調
馬
、
∴
、
群
窯
》
姻
艮
N
縛
、
る
〉
ピ
ド
ω
。
。
ム
ゴ
ω
拶
し
。
？
G
。
。
。
．
カ
…
ヒ
ラ
に
生
ま

　
れ
、
エ
ジ
プ
ト
、
シ
リ
ア
で
教
育
、
司
法
関
係
の
職
を
歴
任
し
た
あ
と
学
究
生
活

　
に
入
り
、
多
く
の
史
料
を
残
し
た
。
上
述
の
イ
ブ
ン
・
ハ
ル
ド
ゥ
ー
ン
と
は
師
弟

　
関
係
に
あ
っ
た
と
さ
れ
る
。
こ
の
史
料
は
ア
イ
ユ
…
ブ
朝
、
マ
ム
ル
ー
ク
朝
の
年

　
代
記
で
あ
る
が
、
同
時
代
の
北
ア
フ
リ
カ
に
関
す
る
事
件
に
つ
い
て
も
か
な
り
詳

　
し
い
。

⑳
↓
＜
閃
H
峯
×
＜
’
著
者
は
若
い
噴
か
ら
ポ
ル
ト
ガ
ル
の
フ
ェ
ル
ナ
ン
ド
王
子
に

　
郷
近
と
し
て
仕
え
た
。
王
子
が
】
四
王
七
年
の
タ
ン
ジ
ャ
遠
征
で
捕
虜
と
な
り
、

　
フ
ァ
…
ス
に
幽
閉
さ
れ
る
と
、
随
行
し
た
。
王
子
没
後
の
一
四
四
八
年
解
放
さ
れ
、

　
一
㎎
五
一
年
か
ら
一
四
六
〇
年
の
問
に
、
お
そ
ら
く
ア
フ
ォ
ン
ソ
五
節
と
エ
ン
リ

　
ケ
王
子
の
要
請
で
、
こ
の
フ
ェ
ル
ナ
ン
ド
王
子
の
幽
　
閉
記
を
著
し
た
。
こ
の
史
料

　
は
…
般
に
○
｝
越
ミ
§
器
機
§
渦
動
ミ
妬
さ
ミ
こ
ミ
尊
ミ
N
へ
。
貿
“
防
ミ
§
》
旨
、
§
b
．

　
き
ミ
§
さ
と
呼
ば
れ
て
い
た
も
の
だ
が
、
校
訂
者
が
著
者
直
筆
の
写
本
に
基
づ

　
い
て
本
来
の
題
名
に
正
し
た
。

一丑世紀モロッコ北部における王権と遊牧民部族（篠闘）

第
【
章
　
一
四
世
紀
以
前
の
タ
ー
マ
ス
ナ
ー
地
方
と
シ
ャ
ー
ウ
ィ
ー
ヤ

　
既
に
言
及
し
た
よ
う
に
、
モ
ロ
ッ
コ
に
お
い
て
シ
ャ
ー
ウ
ィ
ー
ヤ
と
い
う
言
葉
は
、
タ
ー
マ
ス
ナ
ー
地
方
の
ベ
ル
ベ
ル
人
部
族
集
団
を
指
す

呼
称
と
し
て
定
着
す
る
こ
と
に
な
る
が
、
少
な
く
と
も
一
五
世
紀
よ
り
前
の
段
階
に
お
い
て
、
こ
の
集
団
と
呼
称
と
の
排
他
的
な
結
び
つ
き
は

見
ら
れ
な
い
。
こ
の
章
で
は
ま
ず
、
こ
の
前
段
階
に
お
け
る
、
タ
ー
マ
ス
ナ
ー
地
方
の
部
族
の
状
況
と
、
シ
ャ
ー
ウ
ィ
ー
ヤ
と
い
う
言
葉
の
用

法
を
そ
れ
ぞ
れ
検
討
し
て
み
た
い
。

　
一
四
世
紀
初
頭
の
歴
史
家
イ
ブ
ン
・
ア
ビ
i
・
ザ
ル
ゥ
に
よ
れ
ば
、
一
二
一
九
－
二
〇
年
ご
ろ
、
ム
ワ
ッ
ヒ
ド
朝
の
弱
体
化
を
見
た
マ
リ
ー

ン
族
の
ア
ミ
ー
ル
莚
ウ
ス
マ
ー
ン
・
プ
ン
・
ア
ブ
ド
・
ア
ル
ハ
ッ
ク
．
d
h
B
謬
び
・
．
》
び
傷
巴
出
鶴
ρ
ρ
は
、
モ
ロ
ッ
コ
各
地
の
諸
部
族
や
都
市
に

返
し
て
、
安
全
の
保
証
と
引
き
換
え
に
服
従
と
租
税
の
支
払
い
を
求
め
た
。
そ
の
結
果
、
「
マ
グ
リ
ブ
の
諸
部
族
ρ
勲
留
、
臨
巴
－
ζ
轟
は
げ
で
最
初

に
彼
に
服
従
を
誓
っ
た
の
は
、
ハ
ッ
ワ
ー
ラ
族
国
磐
≦
理
欝
と
ザ
ッ
カ
ー
ラ
族
N
餌
算
胃
夢
、
次
い
で
ト
ス
ー
ル
族
日
ω
巴
と
ミ
ク
ナ
ー
サ
丁

丁
涛
愚
ω
夢
、
次
い
で
バ
ッ
ト
ゥ
ー
や
族
し
d
魯
葺
《
跨
と
フ
ァ
シ
ュ
タ
ー
ラ
族
男
縁
臨
鋳
、
次
い
で
サ
ド
ラ
ー
タ
族
0
践
聾
磐
と
ブ
フ
ル
ー
ラ

71 （705）



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

族
じ
d
§
一
巳
鶴
と
マ
デ
ィ
ワ
！
ナ
族
ζ
餌
蝕
鼠
髭
置
で
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
の
、
大
半
は
非
ア
ラ
ビ
ア
語
の
部
族
名
を
持
つ
部
族
集
団
が
、
マ

リ
ー
ン
朝
の
最
初
期
の
支
持
者
だ
っ
た
と
見
て
よ
い
だ
ろ
う
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
彼
ら
が
マ
リ
ー
ン
朝
初
期
の
タ
ー
マ
ス
ナ
ー
地
方
で
優
勢
だ
っ
た
と
い
う
証
拠
は
、
同
時
代
の
史
料
か
ら
は
見
つ
け
ら
れ

な
い
。
む
し
ろ
知
O
に
は
、
一
四
世
紀
初
頭
の
タ
ー
マ
ス
ナ
ー
地
方
で
ア
ラ
ブ
人
諸
部
族
が
強
勢
だ
っ
た
こ
と
を
示
す
情
報
が
伝
え
ら
れ
て

い
る
。
マ
リ
ー
ン
朝
ス
ル
タ
ー
ン
§
ア
プ
ー
・
ヤ
ァ
ク
ー
ブ
》
ぴ
麟
嘱
目
．
名
ぴ
に
よ
る
テ
ィ
リ
ム
サ
ー
ン
攻
囲
戦
が
ス
ル
タ
ー
ン
の
暗
殺
に
よ
っ

て
途
絶
し
た
直
後
の
七
〇
七
年
因
餌
露
畳
轡
月
（
一
1
一
三
〇
八
年
ニ
ー
三
月
）
、
薪
ス
ル
タ
ー
ン
睦
ア
ブ
ー
・
サ
ー
ビ
ト
》
暫
同
業
搾
は
マ
ッ

ラ
ー
ク
シ
ュ
で
の
反
乱
を
鎮
圧
し
た
後
、
タ
ー
マ
ス
ナ
ー
地
方
を
通
っ
て
リ
バ
ー
ト
・
ア
ル
フ
ァ
ト
フ
へ
向
か
っ
た
。
そ
し
て
そ
の
途
上
で
表

敬
に
訪
れ
た
フ
ル
ト
族
智
歯
頃
巳
轡
、
ア
ー
ス
ィ
ム
族
塾
．
》
田
津
、
ジ
ャ
ー
ビ
ル
族
切
鋤
呂
○
誤
騨
と
い
っ
た
ア
ラ
ブ
人
諸
部
族
の
使
節
を
引
き

と
め
、
ア
ン
フ
ァ
に
至
っ
た
所
で
彼
ら
の
族
長
た
ち
を
呼
び
出
し
、
そ
の
う
ち
六
〇
人
を
投
獄
し
、
こ
の
地
方
で
追
剥
を
行
っ
て
い
た
者
二
〇

人
の
首
を
刎
ね
、
ア
ン
フ
ァ
の
壁
の
上
で
十
字
架
に
架
け
た
。
さ
ら
に
リ
バ
ー
ト
・
ア
ル
フ
ァ
ト
フ
に
つ
い
た
後
、
彼
ら
の
う
ち
三
〇
人
に
も

同
様
の
処
罰
が
な
さ
れ
た
。
そ
の
後
ス
ル
タ
ー
ン
は
さ
ら
に
北
の
ア
ズ
ガ
ー
ル
地
方
で
リ
ヤ
ー
フ
族
沁
糠
喜
に
攻
撃
を
し
た
後
、
フ
ァ
ー
ス

に
帰
還
し
て
い
る
冤
O
黛
呂
。
こ
の
懲
罰
遠
征
の
結
果
こ
れ
ら
諸
部
族
の
力
が
削
が
れ
た
と
し
て
も
、
こ
の
時
期
彼
ら
は
、
王
朝
の
軍
隊
の

中
核
を
占
め
る
集
団
が
遠
征
に
出
て
い
る
間
、
地
方
の
治
安
を
脅
か
す
だ
け
の
力
を
持
っ
て
い
た
と
い
え
よ
う
。

　
ま
た
グ
ラ
ナ
ダ
王
国
出
身
の
政
治
家
、
歴
史
家
イ
ブ
ン
・
ア
ル
ハ
テ
ィ
ー
ブ
が
、
＝
二
五
九
一
六
二
年
モ
ロ
ッ
コ
に
亡
命
し
て
い
た
際
の
記

録
で
あ
る
壽
帯
解
ミ
唾
ミ
ぴ
の
中
で
、
一
三
六
二
年
こ
の
地
方
で
は
フ
ル
ト
族
、
ス
フ
ヤ
ー
ン
族
ω
餌
ぞ
習
、
ア
ー
ス
ィ
ム
族
、
ハ
ー
リ
ス
族

p
『
引
倒
H
群
と
い
っ
た
ア
ラ
ブ
人
諸
部
族
が
活
動
し
て
い
た
こ
と
、
そ
し
て
彼
ら
は
一
三
五
八
年
の
マ
リ
ー
ン
朝
ス
ル
タ
ー
ン
ー
ー
ア
ブ
ー
・
イ

ナ
ー
ン
》
餅
．
写
轡
死
後
の
王
朝
内
乱
に
巻
き
込
ま
れ
て
被
害
を
受
け
、
そ
れ
ま
で
拒
否
し
て
い
た
税
の
支
払
い
を
強
い
ら
れ
た
こ
と
を
伝
え

　
　
②

て
い
る
。

　
そ
し
て
一
四
世
紀
後
半
の
イ
ブ
ン
・
ハ
ル
ド
ゥ
ー
ン
は
、
彼
の
時
代
に
こ
れ
ら
の
ア
ラ
ブ
入
諸
部
族
の
多
く
が
弱
体
化
し
、
彼
ら
の
定
住
化
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一五世紀モロッコ北部における王権と遊牧厩部族（篠田）

と
ベ
ル
ベ
ル
人
諸
部
族
と
の
融
合
が
進
ん
だ
こ
と
を
伝
え
て
い
る
欝
駐
ぞ
憲
。
。
①
』
ω
叩
お
〕
。
一
方
で
彼
は
そ
の
歴
史
書
の
中
で
、
ハ
ッ
ワ
ー

ラ
族
や
そ
の
他
の
ベ
ル
ベ
ル
人
部
族
の
い
く
つ
か
に
つ
い
て
独
立
し
た
節
を
割
い
て
い
る
が
、
そ
れ
ら
は
タ
ー
マ
ス
ナ
i
地
方
と
は
関
係
が
な

い
。
お
そ
ら
く
こ
の
地
方
で
の
ベ
ル
ベ
ル
人
部
族
の
勢
力
は
一
四
世
紀
半
ば
ま
で
は
小
規
模
な
も
の
で
、
こ
の
地
方
に
お
け
る
部
族
の
状
況
の

変
化
も
緩
慢
な
も
の
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
。

　
次
い
で
イ
ブ
ン
・
ハ
ル
ド
ゥ
ー
ン
に
お
け
る
シ
ャ
ー
ウ
ィ
ー
ヤ
と
い
う
言
葉
の
意
味
に
つ
い
て
考
察
し
た
い
。
と
い
う
の
も
、
同
時
代
の
歴

史
家
で
こ
の
言
葉
を
用
い
て
い
る
の
は
彼
だ
け
で
あ
り
、
そ
し
て
そ
の
用
例
か
ら
は
、
こ
の
雷
葉
と
タ
ー
マ
ス
ナ
ー
地
方
の
ベ
ル
ベ
ル
人
遊
牧

民
と
の
直
接
的
な
結
び
つ
き
を
認
め
る
こ
と
は
で
き
な
い
か
ら
で
あ
る
。

　
ま
ず
こ
の
著
者
は
こ
の
言
葉
を
、
「
生
活
の
手
段
が
羊
や
牛
の
よ
う
な
家
畜
に
あ
る
者
は
、
大
概
彼
ら
の
家
畜
の
た
め
の
牧
草
地
と
水
を
求

め
て
遊
牧
し
て
お
り
、
土
地
の
移
動
が
彼
ら
に
は
適
し
て
い
る
。
彼
ら
は
シ
ャ
！
ウ
ィ
ー
ヤ
と
呼
ば
れ
、
そ
の
意
味
は
羊
と
牛
に
依
拠
し
て
生

活
す
る
者
で
あ
る
」
と
定
義
し
、
「
こ
れ
ら
は
例
え
ば
ベ
ル
ベ
ル
人
、
ト
ル
コ
人
、
彼
ら
と
岡
類
の
ト
ゥ
ル
ク
マ
ー
ン
人
や
ス
ラ
ブ
人
で
あ
る
」

と
例
示
し
て
い
る
［
国
、
＝
蔦
ω
9
窪
鑑
財
認
二
。
環
．
目
笛
』
o
］
に
も
類
似
の
定
義
が
見
ら
れ
る
。
そ
れ
か
ら
「
マ
グ
リ
ブ
の
ザ
ナ
ー
タ
族
は
そ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

の
時
代
の
諸
王
に
租
税
を
支
払
う
シ
ャ
ー
ウ
ィ
ー
ヤ
で
あ
っ
た
扁
と
い
う
主
張
に
対
す
る
反
論
［
曝
コ
乙
α
一
養
竃
『
鵯
ω
－
鳶
］
、
ベ
ル
ベ
ル
人

の
一
派
ラ
ワ
ー
タ
族
ピ
婁
鐸
接
の
一
部
が
「
下
エ
ジ
プ
ト
竃
曾
や
上
エ
ジ
プ
ト
鋤
同
窃
鋤
、
胤
の
村
落
に
シ
ャ
ー
ウ
ィ
ー
ヤ
や
農
民
と
し
て
い

る
」
と
い
う
報
告
窟
．
固
①
二
ω
Φ
費
ゆ
回
』
ω
2
、
や
は
り
ベ
ル
ベ
ル
人
の
一
派
で
あ
る
ハ
ッ
ワ
ー
ラ
族
に
つ
い
て
、
「
当
代
の
エ
ジ
プ
ト
に
は
、

そ
こ
に
農
畏
、
渡
し
守
、
シ
ャ
ー
ウ
ィ
！
や
と
し
て
住
み
つ
い
た
一
団
が
い
る
」
と
い
う
報
告
門
饗
H
◎
一
①
メ
窪
G
d
歴
ミ
。
。
扁
、
マ
グ
リ
ブ
の
ハ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

ッ
ワ
ー
ラ
族
に
は
、
「
そ
の
各
地
の
そ
の
牧
草
地
を
求
め
て
移
住
生
活
を
送
る
シ
ャ
ー
ウ
ィ
ー
ヤ
」
が
い
る
と
い
う
報
告
を
し
て
い
る
。
こ
れ

ら
は
い
ず
れ
も
「
遊
牧
罠
」
と
い
う
訳
語
を
充
て
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
そ
し
て
一
つ
目
の
例
示
か
ら
考
え
る
限
り
、
特
定
の
系
譜
と
か
部
族

と
結
び
つ
い
た
概
念
と
も
い
え
ま
い
。

　
ま
た
こ
の
著
者
は
、
既
に
引
用
し
た
幻
O
，
G
。
ミ
の
記
事
を
ほ
ぼ
そ
の
ま
ま
引
用
し
な
が
ら
、
「
マ
グ
リ
ブ
の
諸
部
族
」
と
訳
し
た
箇
所
を
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⑤

「
移
住
生
活
を
送
る
羊
飼
い
と
定
住
生
活
を
送
る
部
族
民
寧
鑓
≦
頭
、
紗
巴
－
踏
鼠
算
践
≦
甲
巴
ゐ
餌
訂
．
臨
鋤
冨
賦
一
磐
」
と
書
き
直
し
て
い
る
。
こ

こ
で
の
用
例
も
明
ら
か
に
生
活
形
態
を
表
し
て
お
り
、
特
定
の
部
族
集
団
を
示
す
と
は
思
わ
れ
な
い
。

　
ま
た
彼
は
、
ア
ラ
ブ
人
ヒ
ラ
ー
ル
族
に
属
す
る
ス
バ
ィ
フ
族
招
げ
9
菩
に
関
す
る
逸
話
の
中
で
、
マ
リ
…
ン
朝
ス
ル
タ
ー
ン
が
物
資
の
輸
送

に
用
い
る
駝
駝
の
世
話
は
、
＝
二
世
紀
後
半
ま
で
マ
グ
リ
ブ
の
シ
ャ
ー
ウ
ィ
ー
や
鐙
≦
墜
《
塾
群
竃
轟
瓢
げ
に
分
担
さ
せ
ら
れ
て
い
た
と
述
べ

て
い
る
。
そ
し
て
こ
の
一
族
は
一
世
紀
後
の
著
者
の
時
代
、
「
王
朝
の
申
で
彼
ら
の
先
祖
が
そ
う
で
あ
っ
た
よ
う
に
、
シ
ャ
ー
ウ
ィ
ー
ヤ
の
支

配
と
ス
ル
タ
ー
ン
の
雌
騎
駝
と
荷
物
を
載
せ
る
雄
騎
駝
の
世
話
に
つ
い
て
」
任
さ
れ
て
い
る
買
．
H
8
禽
ρ
窪
じ
d
合
㍗
誌
］
。
こ
こ
で
の
シ
ャ
ー

ウ
ィ
！
ヤ
も
、
移
動
し
な
が
ら
家
畜
の
放
牧
を
行
う
人
々
と
解
釈
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　
こ
の
よ
う
に
、
一
四
世
紀
後
半
の
タ
ー
マ
ス
ナ
ー
地
方
で
は
、
確
か
に
ア
ラ
ブ
人
部
族
集
団
の
衰
退
が
見
ら
れ
る
と
は
い
え
、
ベ
ル
ベ
ル
人

部
族
集
団
の
支
配
的
状
況
を
確
認
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
そ
し
て
イ
ブ
ン
・
ハ
ル
ド
ゥ
…
ン
は
、
草
葬
期
の
マ
リ
ー
ン
朝
を
支
援
し
た
諸
部

族
を
シ
ャ
ー
ウ
ィ
ー
ヤ
と
形
容
し
て
お
り
、
ま
た
こ
の
言
葉
で
形
容
さ
れ
る
人
々
と
特
定
の
部
族
と
の
関
係
に
言
及
し
て
い
る
も
の
の
、
彼
に

と
っ
て
こ
れ
は
、
あ
く
ま
で
遊
牧
と
い
う
生
活
形
態
を
表
す
も
の
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

　
次
章
で
は
、
こ
の
シ
ャ
ー
ウ
ィ
…
や
と
い
う
言
葉
が
、
モ
ロ
ッ
コ
で
タ
ー
マ
ス
ナ
ー
地
方
の
ベ
ル
ベ
ル
人
遊
牧
民
集
団
を
指
す
よ
う
に
変
化

し
て
い
く
契
機
と
な
っ
た
一
五
世
紀
初
頭
の
状
況
を
、
ア
ラ
ビ
ア
語
と
ポ
ル
ト
ガ
ル
語
の
史
料
か
ら
具
体
的
に
検
討
し
て
い
き
た
い
。

①
　
麟
ρ
巽
メ
一
三
～
○
年
以
降
成
立
し
た
と
さ
れ
る
匿
名
の
著
者
に
よ
る
編
年

　
体
の
年
代
記
ミ
ー
b
詠
h
ミ
謡
ミ
ら
§
電
評
価
ミ
寸
導
寧
誉
類
語
浮
寧
§
尋
恒
出
切
る
γ

　
象
び
蝉
笛
鳶
も
．
ω
①
に
も
ほ
ぼ
隅
様
の
記
事
が
見
ら
れ
る
が
、
諸
部
族
の
中
に

　
ザ
ッ
カ
ー
ラ
族
が
な
い
、
バ
ッ
ト
ゥ
ー
や
族
の
後
に
部
族
名
が
多
数
挙
げ
ら
れ
て

　
い
る
と
い
う
相
違
が
あ
る
。
そ
れ
ら
の
大
半
は
や
は
り
ア
ラ
ビ
ア
語
で
は
な
い
。

　
こ
の
畠
来
事
の
日
付
は
こ
ち
ら
の
史
料
に
よ
っ
た
。
こ
の
史
料
は
内
容
の
類
似
性

　
か
ら
カ
O
と
岡
じ
著
者
の
作
品
と
み
な
さ
れ
る
こ
と
も
あ
る
が
、
明
確
な
証
拠

　
は
な
い
。
ω
二
目
§
箆
費
一
⑩
。
。
鱒
空
く
一
ト
。
や
ま
を
参
照
。

②
ご
。
。
碧
塾
U
ぎ
H
讐
群
舞
無
圃
μ
壽
魯
ミ
N
唾
マ
き
卦
ご
ミ
§
ミ
丸
讐
帆
、
罫
Φ
仙
■

　
効
｝
・
ω
p
．
象
葦
匙
℃
認
ぞ
巻
ダ
＜
o
轡
ω
曽
巴
6
轡
群
切
我
量
．
縞
⑩
G
。
P
毛
．
一
〇
マ
P
著

　
者
は
＝
｝
二
三
年
ロ
バ
で
生
ま
れ
；
【
七
五
年
フ
ァ
ー
ス
で
殺
害
さ
れ
た
、
ナ
ス

　
ル
朝
を
代
表
す
る
文
筆
家
、
政
治
家
で
あ
る
。
田
ト
っ
一
．
、
H
し
σ
罵
m
7
県
議
〉
日
H
c
ウ
、
ド

　
○
〉
じ
呼
鳴
①
卜
⊃
ふ
禽
ω
卜
⊃
ゐ
刈
㌣
刈
ω
を
参
照
。
こ
の
史
料
の
第
～
部
は
見
つ
か
っ
て

　
い
な
い
。
第
二
部
は
竃
β
算
定
国
肥
、
》
げ
び
悶
時
の
校
訂
で
…
九
六
八
年
出
版
さ
れ
て

　
い
る
。

③
詳
護
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
「
羊
飼
い
」
、
「
羊
飼
い
の
遊
牧
昆
」
と
訳
さ
れ
て
い
る
。
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④
内
．
回
①
誌
①
り
費
こ
d
ピ
b
。
。
。
轡
翌
翌
．
ぎ
．
磐
鍛
鼠
饗
茸
鎚
軍
慮
．
鼠
7
髭
ω
舜
軍
銀

　
跨
暴
ξ
鯛
嘗
・
薮
と
あ
る
が
、
校
訂
の
誤
り
で
怒
ξ
似
、
貯
の
最
後
の
二
文
字
が
二
重

　
に
書
か
れ
て
い
る
と
考
え
、
除
い
て
訳
出
し
た
。

⑤
円
回
刈
』
O
ご
霞
切
野
G
。
轡
な
お
利
用
し
た
校
訂
で
は
群
議
惹
ぎ
と
な
っ
て
い

　
る
が
、
こ
れ
で
は
意
味
が
通
じ
な
い
。
U
㊦
2
碧
Φ
は
♂
臨
・
O
ぎ
。
島
鋤
（
娼
霧
8
餌
諺
）

　
づ
。
ヨ
践
霧
①
二
霧
σ
Q
鎚
邑
r
9
。
・
樽
「
ぎ
器
と
訳
し
て
い
る
。
つ
ま
り
群
毬
≦
餌
．
ぎ
と
読

ん
で
遊
牧
罠
と
訳
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
シ
ャ
ー
ウ
イ
ー
ヤ
と
移
動
を
意
味

す
る
㌔
N
．
堵
の
結
び
つ
き
は
囚
．
一
散
δ
ρ
9
δ
り
に
見
ら
れ
、
ま
た
り
o
N
♂

勲
§
N
“
ミ
§
晋
§
ミ
ミ
§
博
N
§
題
窺
ミ
貯
ひ
。
ヴ
三
押
一
。
。
G
。
一
（
「
Φ
職
り
響
）
》
く
。
ご
も
■
蒔
ω

に
よ
れ
ば
隅
臨
と
愚
．
ぎ
は
対
義
語
の
関
係
に
あ
る
の
で
、
こ
こ
で
は
本
来
の

愚
、
の
弁
騎
点
が
落
ち
て
鼠
に
な
っ
た
も
の
と
考
え
た
。

第
二
章
　
シ
ャ
ー
ウ
ィ
ー
ヤ
の
登
場
と
そ
の
台
頭

一五世紀モロッコ北部における王権と遊牧民部族（篠田）

　
～
六
世
紀
初
頭
の
レ
オ
・
ア
フ
リ
カ
ヌ
ス
は
、
シ
ャ
ー
ウ
ィ
ー
ヤ
と
い
う
雷
葉
を
イ
ブ
ン
・
ハ
ル
ド
ゥ
ー
ン
よ
り
限
定
さ
れ
た
集
団
に
適
用

し
て
い
る
。
彼
に
よ
れ
ば
こ
れ
は
ベ
ル
ベ
ル
人
遊
牧
罠
の
こ
と
で
、
そ
の
大
半
は
由
の
麓
で
暮
ら
し
て
お
り
、
王
や
ア
ラ
ブ
人
に
従
属
し
税

を
支
払
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
タ
ー
マ
ス
ナ
…
地
方
と
ア
ル
ジ
ェ
リ
ア
東
部
に
暮
ら
す
集
団
は
、
例
外
的
に
自
由
で
強
力
で
あ
る
［
】
）
〉
一
誌
島
。

こ
れ
ら
二
つ
の
集
団
に
共
通
す
る
特
徴
は
、
軍
事
的
な
集
団
と
し
て
の
重
要
性
と
、
王
権
へ
の
敵
対
的
な
姿
勢
で
あ
る
。
本
稿
の
筆
者
は
、
こ

れ
ら
の
特
徴
が
、
シ
ャ
ー
ウ
ィ
ー
ヤ
と
い
う
言
葉
が
持
つ
意
味
の
変
化
及
び
、
こ
の
名
前
で
呼
ば
れ
る
集
団
の
形
成
と
密
接
に
関
係
し
て
い
る

と
考
え
る
。

　
ま
た
、
レ
オ
・
ア
フ
リ
カ
ヌ
ス
に
よ
れ
ば
、
一
三
世
紀
に
モ
ロ
ッ
コ
の
支
配
王
朝
が
ム
ワ
ッ
ヒ
ド
朝
か
ら
マ
リ
ー
ン
朝
へ
移
行
し
た
際
、

タ
ー
マ
ス
ナ
！
地
方
を
支
配
し
て
い
た
ア
ラ
ブ
人
諸
部
族
は
こ
の
地
か
ら
追
放
さ
れ
、
代
わ
っ
て
ザ
ナ
ー
タ
族
や
ハ
ッ
ワ
ー
ラ
族
と
い
っ
た
ベ

ル
ベ
ル
人
遊
牧
民
が
進
幽
し
、
一
五
世
紀
以
降
そ
の
勢
力
は
王
権
に
と
っ
て
脅
威
と
な
る
ほ
ど
拡
大
し
た
と
さ
れ
る
［
U
諺
一
篇
＄
よ
O
］
。
こ
の

歴
史
認
識
自
体
は
、
前
章
で
示
し
た
と
お
り
誤
り
と
考
え
ら
れ
る
が
、
そ
れ
は
、
彼
自
身
が
述
べ
て
い
る
こ
の
地
方
の
ベ
ル
ベ
ル
人
部
族
、
つ

ま
り
後
に
シ
ャ
ー
ウ
ィ
ー
ヤ
と
し
て
認
識
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
集
団
の
勢
力
拡
大
の
結
果
生
ま
れ
た
も
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
こ
の
集
団
認
識
変
化
の
過
程
を
厳
密
に
検
証
す
る
こ
と
は
、
史
料
上
の
問
題
か
ら
非
常
に
困
難
で
あ
る
。
問
題
の
部
族
集
団
に
関
す
る
情
報
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は
、
エ
ジ
プ
ト
や
ポ
ル
ト
ガ
ル
の
作
家
に
よ
る
史
料
に
お
い
て
散
見
さ
れ
る
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
史
料
に
現
れ
る
シ
ャ
！
ウ
ィ
ー
ヤ
と
い
う
言
葉

が
同
一
の
集
団
を
示
し
て
い
る
と
い
う
保
証
は
な
い
し
、
そ
の
蒔
の
状
況
に
よ
っ
て
偶
々
同
盟
的
な
関
係
に
あ
っ
た
い
く
つ
か
の
部
族
を
、
情

報
の
伝
達
者
の
誰
か
が
恣
意
的
に
こ
の
呼
称
で
呼
ん
で
い
た
だ
け
で
、
問
題
の
部
族
民
に
は
シ
ャ
ー
ウ
ィ
ー
ヤ
と
い
う
集
団
に
対
す
る
特
別
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

帰
属
意
識
は
無
か
っ
た
可
能
性
も
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

　
本
稿
の
著
者
は
、
一
五
世
紀
初
頭
の
段
階
に
お
け
る
シ
ャ
ー
ウ
ィ
ー
ヤ
と
い
う
雷
葉
は
、
地
理
的
、
組
織
的
に
明
確
な
輪
郭
を
持
つ
｝
つ
の

集
剛
の
名
称
と
い
う
よ
り
、
モ
ロ
ッ
コ
北
部
で
活
動
す
る
様
々
な
遊
牧
毘
部
族
を
、
彼
ら
が
持
つ
共
通
の
生
活
形
態
、
即
ち
シ
ャ
ー
ウ
ィ
ー
ヤ

で
あ
る
こ
と
か
ら
、
総
称
す
る
際
に
用
い
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
と
考
え
る
。
そ
し
て
こ
れ
ら
の
雑
多
な
部
族
集
団
が
、
以
下
に
述
べ
る
マ
リ
…

ン
朝
の
内
戦
に
お
い
て
、
様
々
な
王
位
候
補
者
に
軍
事
支
援
を
提
供
し
勢
力
を
拡
大
さ
せ
る
中
で
、
次
第
に
部
族
的
な
組
織
の
実
体
を
獲
得
し
、

こ
の
こ
と
が
今
度
は
、
お
そ
ら
く
本
人
た
ち
も
含
め
て
、
シ
ャ
ー
ウ
ィ
ー
ヤ
と
い
え
ば
こ
の
集
団
を
指
す
、
と
い
う
認
識
上
の
変
化
を
引
き
起

こ
し
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　
ま
ず
、
そ
の
一
五
世
紀
初
頭
に
起
き
た
、
マ
リ
！
ン
朝
ス
ル
タ
…
ン
ー
ー
ア
ブ
ー
・
サ
イ
…
ド
・
ウ
ス
マ
ー
ン
三
世
と
サ
イ
ー
ド
と
呼
ば
れ
る

王
族
の
内
戦
か
ら
検
討
を
始
め
よ
う
。
こ
の
事
件
で
い
く
つ
か
の
部
族
が
後
考
の
側
に
加
わ
り
、
そ
の
見
返
り
に
サ
ラ
i
ω
巴
①
の
近
く
の

6
駄
紙
器
墨
と
い
う
地
域
の
平
野
を
放
牧
地
と
し
て
与
え
ら
れ
て
い
る
。
そ
し
て
一
六
世
紀
後
半
の
マ
ー
ル
モ
ル
は
、
そ
れ
は
マ
ー
リ
ク
・
ス

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

フ
ヤ
！
ン
族
H
げ
鐵
ζ
飴
｝
8
ω
○
芋
窪
及
び
シ
ャ
ー
ウ
イ
ー
ヤ
×
鋤
蝕
○
ω
で
あ
っ
た
と
し
て
い
る
日
○
詫
。
。
O
島
。
た
だ
し
彼
以
前
の
史
料
で
は
、

そ
の
情
報
源
で
あ
る
レ
オ
・
ア
フ
リ
カ
ヌ
ス
も
含
め
て
こ
の
名
前
を
確
認
で
き
な
い
た
め
、
こ
の
事
件
当
時
既
に
シ
ャ
…
ウ
ィ
ー
ヤ
と
呼
ば
れ

る
集
団
が
形
成
さ
れ
て
い
た
か
は
は
っ
き
り
し
な
い
。
む
し
ろ
こ
の
サ
ラ
ー
近
郊
を
支
配
し
て
い
た
部
族
集
団
の
、
マ
ー
ル
モ
ル
の
時
代
に
お

け
る
呼
称
が
、
遡
っ
て
用
い
ら
れ
て
い
る
と
考
え
る
べ
き
だ
ろ
う
。

　
次
い
で
同
時
代
の
エ
ジ
プ
ト
の
歴
史
家
マ
ク
リ
ー
ズ
ィ
ー
に
よ
る
年
代
記
の
中
で
、
シ
ャ
ー
ウ
ィ
ー
ヤ
は
幾
度
か
霧
及
さ
れ
て
い
る
。
ま
ず

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

八
二
四
年
（
U
一
四
二
一
⊥
三
年
）
、
前
述
の
マ
リ
ー
ン
朝
ス
ル
タ
ー
ン
が
、
彼
の
侍
従
で
あ
る
ア
ブ
ド
・
ア
ル
ア
ズ
ィ
ー
ズ
・
ル
バ
ー
ビ
ー
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に
よ
っ
て
殺
害
さ
れ
る
と
い
う
事
件
が
起
き
た
。
そ
し
て
そ
の
後
起
き
た
王
位
継
承
戦
争
の
中
で
侍
従
の
傭
兵
と
し
て
活
動
す
る
集
団
の
こ
と

を
、
マ
ク
リ
ー
ズ
ィ
ー
は
シ
ャ
ー
ウ
ィ
ー
ヤ
と
呼
ん
で
い
る
［
ω
鑑
8
畠
〕
。

　
こ
の
侍
従
が
政
敵
に
よ
っ
て
処
刑
さ
れ
た
後
も
、
マ
リ
ー
ン
朝
の
王
権
は
、
数
年
毎
に
外
国
の
支
援
を
受
け
た
王
位
候
補
者
が
即
位
す
る
と

い
う
不
安
定
な
状
況
に
あ
っ
た
。
そ
の
中
で
八
二
八
年
初
頭
（
鍵
一
四
二
四
年
ご
　
月
）
、
マ
リ
ー
ン
朝
の
王
族
の
一
人
で
ア
ブ
ー
・
サ
イ
ー

ド
・
ウ
ス
マ
ー
ン
三
世
の
孫
と
さ
れ
る
ジ
ャ
バ
リ
ー
塾
○
ゆ
げ
一
町
が
フ
ァ
ー
ス
を
支
配
し
た
。
し
か
し
こ
の
人
物
は
、
シ
ャ
ー
ウ
ィ
ー
ヤ
に
攻

撃
に
出
て
返
り
討
ち
に
遭
っ
た
と
さ
れ
て
い
る
［
ω
嵐
8
卜
・
δ
山
謡
。

　
そ
の
後
も
し
ば
ら
く
の
問
、
外
国
、
特
に
イ
フ
リ
ー
キ
ヤ
（
現
在
の
チ
ュ
ニ
ジ
ア
）
の
ハ
フ
ス
朝
や
、
王
朝
の
有
力
者
た
ち
が
寵
偶
の
君
主
を

擁
立
し
て
争
う
状
況
が
続
い
た
が
、
細
か
な
経
過
は
殆
ど
分
か
ら
な
い
。
こ
の
政
治
的
混
乱
は
、
八
三
三
年
菊
轟
§
月
（
1
1
一
四
三
〇
年
四
一

五
月
置
ご
ろ
、
ア
ブ
ー
・
サ
イ
ー
ド
・
ウ
ス
マ
ー
ン
三
世
の
息
子
の
一
人
で
マ
リ
ー
ン
朝
最
後
の
ス
ル
タ
ー
ン
と
さ
れ
る
ア
ブ
ド
・
ア
ル
ハ
ッ

ク
ニ
世
一
〉
げ
傷
9
磨
避
寒
ρ
の
優
位
が
確
立
し
て
、
若
干
の
沈
静
化
を
見
る
［
ω
窯
8
鯨
己
。
し
か
し
彼
は
マ
リ
ー
ン
族
の
有
力
家
系
ワ
ッ
タ
ー

ス
家
の
ア
ブ
…
・
ザ
カ
リ
ー
ヤ
ー
ア
・
ヤ
フ
ヤ
ー
・
ワ
ッ
タ
ー
ス
ィ
ー
》
累
N
聾
9
臨
蓬
一
二
喜
犠
鋤
回
－
芝
葺
習
同
の
偲
偶
に
過
ぎ
ず
、
ま
た
、
、
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

ク
ナ
！
サ
、
ア
ス
ィ
ー
ラ
で
は
そ
れ
ぞ
れ
別
の
王
が
擁
立
さ
れ
て
い
た
。
マ
ク
リ
ー
ズ
ィ
ー
は
、
こ
の
マ
リ
ー
ン
族
の
王
国
は
既
に
弱
体
化
し

て
お
り
、
「
シ
ャ
！
ウ
ィ
ー
ヤ
が
そ
こ
を
支
配
し
て
い
る
塾
ω
餌
鼠
遷
9
。
げ
欝
巳
律
亭
げ
餌
」
と
伝
え
て
い
る
【
の
諸
メ
G
。
“
。
島
。

　
マ
ク
リ
ー
ズ
ィ
ー
は
こ
の
シ
ャ
ー
ウ
ィ
ー
ヤ
と
い
う
言
葉
を
、
タ
ー
マ
ス
ナ
ー
地
方
と
も
ベ
ル
ベ
ル
人
と
も
関
連
付
け
て
お
ら
ず
、
そ
の
意

味
自
体
に
も
特
に
雷
及
し
て
い
な
い
。
む
し
ろ
彼
自
身
は
そ
れ
を
彼
の
師
で
あ
る
イ
ブ
ン
・
ハ
ル
ド
ゥ
ー
ン
の
定
義
に
従
っ
て
、
　
般
的
な
意

味
で
理
解
し
て
い
た
か
も
し
れ
な
い
。
た
だ
彼
の
情
報
提
供
者
で
あ
る
モ
ロ
ッ
コ
か
ら
の
巡
礼
者
が
、
マ
リ
ー
ン
朝
の
内
戦
の
中
で
軍
事
的
な

勢
力
と
し
て
台
頭
し
、
次
第
に
多
く
の
土
地
を
支
配
す
る
よ
う
に
な
っ
た
集
団
を
シ
ャ
ー
ウ
ィ
ー
ヤ
と
呼
ん
だ
こ
と
は
、
お
そ
ら
く
確
か
で
あ

　
⑤

ろ
う
。

　
ま
た
こ
の
集
団
は
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
の
エ
ン
リ
ケ
王
子
と
フ
ェ
ル
ナ
ン
ド
王
子
に
よ
っ
て
一
四
三
七
年
実
行
さ
れ
た
タ
ン
ジ
ャ
遠
征
を
巡
る
記
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述
の
申
で
も
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
語
の
史
料
で
は
直
接
的
に
、
ア
ラ
ビ
ア
語
の
史
料
で
は
間
接
的
に
言
及
さ
れ
て
い
る
。

　
こ
の
遠
征
に
大
敗
し
た
ポ
ル
ト
ガ
ル
は
、
フ
ェ
ル
ナ
ン
ド
王
子
が
捕
囚
に
な
る
と
い
う
事
態
を
招
き
、
そ
の
一
方
で
ワ
ッ
タ
ー
ス
家
の
ア

ブ
ー
・
ザ
カ
リ
ー
ヤ
ー
ア
は
、
こ
の
戦
勝
に
よ
っ
て
権
威
を
上
昇
さ
せ
た
。
そ
し
て
以
下
の
諸
史
料
の
分
析
か
ら
明
ら
か
な
よ
う
に
、
シ
ャ
ー

ウ
ィ
ー
ヤ
も
こ
の
事
件
で
重
要
な
役
割
を
果
た
し
た
の
で
あ
る
。

　
ま
ず
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
の
年
代
記
に
よ
れ
ば
、
タ
ン
ジ
ャ
の
救
援
に
最
初
に
駆
け
つ
け
た
の
は
、
「
シ
ャ
ー
ウ
ィ
…
ヤ
国
忌
×
○
¢
＜
δ
の
の
一
万
の

騎
兵
と
九
万
ほ
ど
の
歩
兵
か
ら
な
る
ム
ー
ア
人
た
ち
」
で
、
こ
れ
は
九
月
三
〇
日
の
こ
と
で
あ
っ
た
と
さ
れ
て
い
る
［
O
O
お
b
。
］
。

　
援
軍
の
本
隊
の
到
着
は
一
〇
月
九
日
金
曜
日
と
、
こ
れ
に
比
べ
て
大
分
遅
れ
た
が
、
そ
の
陣
容
は
「
フ
ァ
ー
ス
日
興
の
王
、
バ
ー
デ
ィ
ス

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

じ
σ
①
｝
震
の
王
、
ラ
ゼ
ラ
ケ
ピ
震
Φ
蜀
信
Φ
、
シ
ャ
ー
ウ
ィ
ー
ヤ
の
五
人
、
マ
ッ
ラ
ー
ク
シ
ュ
ζ
黛
δ
信
○
ω
と
タ
ー
フ
ィ
ー
ラ
ー
ル
ト
日
向
塗
①
8

の
王
扁
に
率
い
ら
れ
た
騎
兵
七
万
と
歩
兵
七
十
万
ほ
ど
で
あ
っ
た
と
さ
れ
る
［
O
O
δ
。
。
］
。
こ
こ
で
挙
げ
ら
れ
て
い
る
数
字
は
明
ら
か
に
誇
張

で
あ
る
が
、
シ
ャ
ー
ウ
ィ
ー
ヤ
の
五
人
－
族
長
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
一
が
「
王
」
と
称
さ
れ
る
有
力
者
に
匹
敵
す
る
ほ
ど
の
実
力
を
持

っ
て
い
た
こ
と
は
分
か
る
。

　
シ
ャ
ー
ウ
ィ
…
ヤ
は
翌
日
土
曜
日
か
ら
行
わ
れ
た
両
軍
の
戦
闘
に
も
参
加
し
て
お
り
［
O
U
聡
呂
、
追
い
込
ま
れ
た
ポ
ル
ト
ガ
ル
の
エ
ン
リ

ケ
王
子
は
日
曜
日
、
「
フ
ァ
ー
ス
の
王
と
シ
ャ
ー
ウ
ィ
ー
ヤ
の
指
揮
官
た
ち
に
し
停
戦
協
定
の
締
結
を
求
め
て
使
者
を
派
遣
し
た
［
Ω
ご
謡
］
。

　
そ
し
て
日
曜
日
か
ら
木
曜
日
に
か
け
て
行
わ
れ
た
交
渉
の
結
果
、
停
戦
協
定
が
結
ば
れ
た
が
門
O
O
一
。
。
？
。
。
卜
・
］
、
エ
ン
リ
ケ
王
子
が
乗
船
の
た

め
船
を
陸
に
近
寄
ら
せ
た
と
こ
ろ
、
シ
ャ
ー
ウ
ィ
ー
ヤ
を
中
心
と
し
た
ム
ー
ア
人
た
ち
が
陣
地
に
対
し
て
攻
撃
を
仕
掛
け
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
軍
は

大
き
な
損
害
を
被
っ
た
［
O
O
一
。
。
甲
。
。
と
。

　
こ
の
よ
う
に
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
の
年
代
記
の
記
述
か
ら
、
こ
の
事
件
で
シ
ャ
ー
ウ
ィ
ー
ヤ
が
モ
ロ
ッ
コ
陣
営
の
重
要
な
戦
力
と
し
て
活
躍
し
、

ま
た
最
後
の
停
戦
協
定
違
反
の
結
果
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
に
強
い
印
象
を
与
え
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
が
、
こ
れ
ら
を
ム
ス
リ
ム
の
側
の
記
述

と
照
ら
し
合
わ
せ
る
と
、
シ
ャ
ー
ウ
ィ
ー
ヤ
と
い
う
集
団
の
性
質
は
更
に
明
確
に
な
る
。
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マ
ク
リ
ー
ズ
ィ
ー
は
上
述
し
た
停
戦
協
定
の
違
反
に
つ
い
て
、
「
ミ
ク
ナ
ー
ス
の
統
治
者
で
あ
る
ア
フ
マ
ド
・
リ
フ
ヤ
ー
二
i
》
樹
露
巴
寧

剛
②
鋼
篤
は
、
ア
ブ
ー
・
ザ
カ
リ
ー
ヤ
ー
ア
・
ワ
ッ
タ
ー
ス
ィ
ー
を
妬
ん
で
、
多
く
の
キ
リ
ス
ト
教
徒
を
殺
し
立
ち
去
っ
た
［
ω
竃
刈
”
ω
①
鑑
」

と
述
べ
て
い
る
。
こ
の
人
物
は
、
停
戦
協
定
に
署
名
し
た
「
ミ
ク
ナ
…
ス
竃
δ
巳
⇒
震
と
サ
ラ
i
O
艶
Φ
の
支
配
者
び
跨
魯
⑦
」
の
こ
と
で
あ

　
　
　
　
　
　
⑦

る
と
考
え
ら
れ
る
。
ミ
ク
ナ
ー
ス
の
出
身
で
あ
る
イ
ブ
ン
・
ガ
ー
ズ
ィ
ー
は
、
シ
ャ
イ
フ
ー
ー
リ
フ
ヤ
ー
ニ
ー
・
ワ
ル
タ
ー
ジ
ャ
ニ
ー
寧

瓢
ぞ
習
H
寧
芝
鋤
円
感
蟹
嘗
と
い
う
人
物
が
、
既
に
述
べ
た
一
五
世
紀
初
頭
の
内
戦
の
後
、
ヒ
ジ
ュ
ラ
暦
八
二
〇
年
代
か
ら
三
〇
年
代
、
つ
ま
り

タ
ン
ジ
ャ
遠
征
の
こ
ろ
ま
で
、
こ
の
町
を
支
配
し
暴
政
を
敷
い
た
と
述
べ
て
い
る
欝
鶏
お
ム
巳
。
ま
た
レ
オ
・
ア
フ
リ
カ
ヌ
ス
も
、
こ
の
遠

征
の
直
前
フ
ァ
ー
ス
の
王
は
ミ
ク
ナ
ー
ス
の
反
乱
者
を
攻
撃
し
て
い
た
が
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
に
よ
る
攻
撃
の
知
ら
せ
受
け
て
急
遽
和
解
し
、
援
軍

を
派
遣
し
た
と
述
べ
て
い
る
［
O
》
一
喬
①
島
。

　
こ
の
こ
と
か
ら
、
ミ
ク
ナ
ー
ス
を
拠
点
に
フ
ァ
ー
ス
の
ス
ル
タ
ー
ン
と
対
立
し
て
い
た
り
フ
ヤ
ー
ニ
ー
が
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
の
年
代
記
で
シ

ャ
ー
ウ
ィ
ー
ヤ
と
呼
ば
れ
る
集
団
を
率
い
て
い
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
現
在
の
史
料
状
況
で
は
こ
の
人
物
に
つ
い
て
こ
れ
以
上
の
こ
と
は

不
明
だ
が
、
そ
の
ワ
ル
タ
…
ジ
ャ
ニ
ー
と
い
う
ニ
ス
バ
（
人
名
表
記
に
お
い
て
、
出
身
地
や
所
属
集
団
を
示
す
も
の
）
は
、
彼
が
マ
リ
ー
ン
朝
の
有

力
な
部
族
ワ
ル
タ
ー
ジ
ャ
ン
族
に
属
す
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
例
え
ば
一
三
七
二
年
ス
ル
タ
ー
ン
擁
ア
ブ
ー
・
フ
ァ
ー
リ
ス
》
げ
q
男
闘
ω

が
没
し
た
後
、
幼
少
の
息
子
を
擁
立
し
て
権
力
を
握
っ
た
ワ
ズ
ィ
ー
ル
翻
ア
ブ
ー
・
バ
ク
ル
・
プ
ン
・
カ
ー
ス
》
暫
じ
d
勲
ζ
ぴ
．
国
管
は
、
こ

の
部
族
の
出
身
で
あ
る
［
蜜
ぴ
ぞ
お
。
。
②
b
。
O
謡
。
ま
た
ア
ス
ィ
ー
ラ
の
支
配
者
サ
…
リ
ブ
・
プ
ン
・
サ
ー
リ
フ
も
、
マ
リ
ー
ン
朝
の
有
力
な
家

系
の
一
つ
ヤ
ー
バ
ー
二
i
家
の
出
身
で
、
こ
の
家
系
に
属
す
る
ウ
マ
ル
・
ヤ
ー
バ
ー
二
一
d
ヨ
窪
群
団
倒
審
鼠
は
；
一
六
一
年
、
当
時
の
ス
ル

タ
ー
ン
ー
ー
ア
ブ
ー
・
サ
…
リ
ム
｝
ぴ
q
ω
讐
津
を
殺
害
し
別
の
ス
ル
タ
ー
ン
を
擁
立
し
て
い
る
冒
即
三
蜜
お
。
。
9
罵
甲
討
］
。
こ
の
よ
う
に
、
ア

ブ
ー
・
サ
イ
ー
ド
・
ウ
ス
マ
ー
ン
三
世
殺
害
後
の
内
戦
は
、
王
朝
内
の
有
力
部
族
や
家
門
の
問
で
の
権
力
闘
争
と
看
倣
し
得
る
。
そ
し
て
シ

ャ
ー
ウ
ィ
ー
ヤ
は
、
そ
の
中
で
彼
ら
の
支
持
す
る
有
力
者
や
王
位
候
補
者
に
軍
事
的
支
援
を
行
い
な
が
ら
、
次
第
に
そ
の
勢
力
を
拡
大
し
、
マ

ク
リ
ー
ズ
ィ
ー
が
伝
え
る
よ
う
な
支
配
的
状
況
へ
至
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
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ま
た
こ
の
時
期
シ
ャ
ー
ウ
ィ
ー
ヤ
が
、
サ
ラ
ー
か
ら
ミ
ク
ナ
ー
ス
に
か
け
て
の
平
野
部
、
つ
ま
り
タ
ー
マ
ス
ナ
i
地
方
の
北
側
に
勢
力
を
拡

大
し
て
い
た
こ
と
も

こ
の
時
期
の
タ
…
マ
ス
ナ
ー
地
方
に
つ
い
て
は
情
報
が
無
い

、

後ま
のり
変タ
化1
とマ
のス
対ナ
比i
に地
お添
いの
て北
重縫
要に
で勢
あ写
るを
の拡

80　（7a4）

で
、
指
摘
し
て
お
き
た
い
。

①
箪
者
の
知
る
限
り
、
現
地
の
人
聡
が
タ
ー
マ
ス
ナ
ー
地
方
の
乱
民
を
ア
ラ
ビ
ア

　
語
で
シ
ャ
ー
ウ
ィ
ー
ヤ
と
呼
ん
で
い
る
簸
も
古
い
例
は
、
　
一
五
～
六
年
～
○
月
頃
、

　
ポ
ル
ト
ガ
ル
と
の
協
力
関
係
に
あ
っ
た
ド
ゥ
ッ
カ
ー
ラ
地
方
の
部
族
集
鋼
シ
ャ
ル

　
キ
…
や
の
族
長
た
ち
が
、
着
時
の
ポ
ル
ト
ガ
ル
王
マ
ヌ
エ
ル
一
世
に
宛
て
て
送
っ

　
た
了
簡
に
見
ら
れ
る
。
た
だ
し
こ
の
場
合
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
た
ち
は
こ
れ
以
前
か

　
ら
シ
ャ
ー
ウ
ィ
ー
ヤ
と
い
う
欝
葉
を
使
っ
て
い
た
こ
と
か
ら
、
そ
の
影
響
を
受
け

　
た
可
能
性
も
あ
る
。
O
Φ
巳
く
舞
即
伽
⑦
＼
U
■
ピ
。
罵
N
＼
多
妻
＄
乙
（
識
．
y
卜
覇

　
防
§
鳶
垂
込
§
§
譜
き
ミ
ミ
、
，
恥
§
さ
、
d
麟
一
卿
①
G
。
粗
野
ρ
8
ヨ
㊦
固
押
一
酵
①
冨
a
ρ

　
℃
雲
切
O
Φ
象
ぎ
費
レ
⑩
ω
ρ
や
劃
一
霧
潅
．

②
こ
の
集
騒
は
…
七
世
紀
前
半
モ
ロ
ッ
コ
北
部
で
強
勢
に
な
る
マ
ー
リ
ク
族
と
、

　
フ
ル
ト
族
と
岡
一
期
に
モ
ロ
ッ
コ
に
侵
入
し
た
ア
ラ
ブ
入
部
族
で
あ
る
ス
フ
ヤ
…

　
ン
族
の
こ
と
だ
と
思
わ
れ
る
が
、
こ
れ
ら
の
部
族
に
つ
い
て
諸
史
料
が
伝
え
る
情

　
報
に
は
や
や
混
乱
が
あ
る
門
O
》
ど
ト
⊃
9
ト
っ
Q
◎
一
U
O
》
歴
G
Q
¶
タ
　
〆
．
囲
◎
ゆ
仰
⊆
翔
O
Q
…
貫

　
ビ
⑩
介
一
〇
ご
竃
竃
一
N
。
。
出
。
マ
ー
ル
モ
ル
は
こ
れ
ら
を
｝
つ
の
集
麟
と
し
て
扱
っ

　
て
い
る
が
、
こ
れ
は
こ
の
著
管
が
彼
ら
の
系
譜
を
正
し
く
認
識
し
て
い
な
か
っ
た

　
こ
と
以
上
に
、
こ
れ
ら
の
部
族
が
実
際
の
活
動
に
お
い
て
｝
体
化
し
て
い
た
こ
と

　
を
示
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
Q

③
、
》
強
弾
γ
、
》
N
濁
寧
ピ
象
蓼
回
’
ア
ラ
ビ
ア
語
史
料
で
は
、
こ
の
人
物
の
名
前
を

　
弁
別
点
の
付
け
方
に
よ
っ
て
、
勲
7
轡
菩
囲
寓
［
曾
曽
齢
鵡
と
す
る
も
の
と
塾

　
じ
鎚
げ
び
餅
鴬
窃
該
メ
N
O
］
と
す
る
も
の
が
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
℃
巴
磐
搭
0
◎

　
ω
O
O
め
ご
心
O
㌣
ω
に
収
録
さ
れ
た
｛
四
㏄
四
年
の
ア
ラ
ゴ
ン
王
フ
ェ
ル
ナ
ン
ド
皿

　
世
に
よ
る
轡
簡
に
あ
る
、
「
ア
ブ
ド
・
ア
ル
ア
ズ
ィ
ー
ズ
・
ル
バ
…
ビ
…
謹
鳥
9
劉

　
声
鑓
N
匿
匿
一
『
び
①
課
、
マ
リ
ー
ン
朝
の
い
と
高
き
翼
主
で
あ
る
ア
ブ
ー
・
サ
イ
…

　
ド
王
の
ワ
ズ
ィ
…
ル
に
し
て
書
記
」
と
い
う
記
述
を
も
と
に
、
こ
の
読
み
を
採
用

　
し
た
。

④
ミ
ク
ナ
…
サ
の
支
配
潜
に
つ
い
て
は
後
述
す
る
。
こ
の
時
期
ア
ス
ィ
ー
ラ
を
支

　
配
し
て
い
た
の
は
、
お
そ
ら
く
サ
ー
リ
フ
・
プ
ン
・
サ
…
リ
ブ
・
ヤ
ー
バ
ー
二
一

　
暴
漢
ぴ
．
ω
巴
甚
巴
8
網
讐
轡
門
で
あ
る
。
こ
の
人
物
は
禽
け
G
。
0
。
。
に
よ
れ
ば
、

　
彼
は
マ
リ
…
ン
朝
の
有
力
家
系
ヤ
ー
バ
…
二
…
家
に
属
し
、
ω
竃
情
死
刈
に
よ

　
れ
ば
、
ア
ブ
ド
・
ア
ル
ハ
ッ
ク
豪
勇
の
前
に
フ
ァ
ー
ス
の
ス
ル
タ
…
ン
だ
っ
た
人

　
物
を
擁
立
し
て
い
た
。
ポ
ル
ト
ガ
ル
語
の
史
料
で
は
O
鉱
ド
げ
ゆ
舞
O
飢
ド
と
い
っ

　
た
形
で
現
れ
、
ア
ス
イ
ー
ラ
と
タ
ン
ジ
ャ
の
支
配
考
と
し
て
一
四
二
〇
年
代
の
内

　
乱
に
関
す
る
史
料
の
中
で
頻
出
す
る
。
零
＄
巳
一
⑩
ω
①
円
H
O
O
。
山
野
一
一
鱒
。
。
幽
O
を

　
参
照
。

⑤
マ
ク
リ
…
ズ
ィ
ー
の
情
報
源
に
つ
い
て
は
、
同
時
代
の
エ
ジ
プ
ト
の
年
代
詑
作

　
家
イ
ブ
ン
・
ハ
ジ
ャ
ル
が
、
マ
ク
リ
ー
ズ
イ
…
は
こ
の
地
方
に
関
す
る
情
報
を
巡

　
礼
者
か
ら
得
た
と
述
べ
て
い
る
。
H
藪
頓
轟
袋
群
、
》
終
鉱
餌
嘗
．
営
貯
．
象
讐
ミ
、
窪

　
§
冒
、
寧
、
§
3
0
傘
掴
霧
碧
押
詰
糠
H
ら
。
〈
o
グ
巴
め
鋒
搾
接
し
Φ
8
－
一
⑩
譜
w
＜
o
一
穿

　
ら
。
も
b
り
①
参
照
。
た
だ
し
そ
の
根
拠
は
本
稿
の
筆
者
に
は
見
つ
け
ら
れ
な
か
っ
た
。

⑥
マ
ク
リ
ー
ズ
ィ
…
は
こ
の
人
物
を
「
フ
ァ
ー
ス
の
町
の
統
治
者
で
あ
る
鉢

　
》
N
母
ρ
（
碧
眼
）
」
と
呼
ん
で
い
る
門
ω
竃
メ
ω
①
鳳
。
ジ
ョ
ア
ン
・
ア
ル
ヴ
ァ
レ

　
ス
は
、
タ
ン
ジ
ャ
遠
征
後
フ
ァ
ー
ス
の
宮
廷
で
ア
ブ
ド
・
ア
ル
ハ
ッ
ク
ニ
世

　
諺
竃
鮎
霧
ρ
芦
の
に
代
わ
っ
て
実
権
を
握
っ
て
い
た
人
物
に
つ
い
て
、
門
人
は
彼
を

　
姻
震
㊦
冨
馨
Φ
と
呼
ぶ
。
彼
が
碧
眼
で
あ
る
が
故
で
あ
る
。
彼
自
身
の
名
は
b
σ
自
卑



o
錠
で
あ
り
、
¢
づ
①
鳳
。
墨
差
と
い
う
家
系
の
出
身
で
あ
る
。
父
方
で
は
マ
リ
…
ン

族
の
系
譜
に
、
母
方
で
は
キ
リ
ス
ト
教
徒
〔
の
系
譜
〕
に
属
す
る
」
と
述
べ
て
お

り
［
門
く
効
鉢
出
、
ア
ブ
i
・
ザ
カ
リ
…
ヤ
ー
ア
・
ヤ
フ
ヤ
ー
・
ワ
ッ
タ
ー
ス

ィ
ー
と
同
一
人
物
と
見
な
し
て
よ
い
だ
ろ
う
。
マ
リ
ー
ン
朝
に
関
す
る
ジ
ョ
ア

ン
・
ア
ル
ヴ
ァ
レ
ス
の
記
述
の
詳
し
さ
は
、
こ
の
時
期
に
関
す
る
文
献
と
し
て
は

例
外
的
な
も
の
だ
が
、
彼
自
身
が
フ
ェ
ル
ナ
ン
ド
王
子
に
付
き
従
っ
て
フ
ァ
ー
ス

で
奴
隷
労
働
を
さ
せ
ら
れ
た
と
い
う
経
験
を
し
て
い
る
た
め
、
公
平
性
と
い
う
点

で
は
期
待
で
き
ず
、
扱
い
に
は
注
意
を
要
す
る
。
フ
ェ
ル
ナ
ン
ド
王
子
ら
の
フ

ァ
ー
ス
で
の
魑
閉
に
つ
い
て
は
こ
d
諺
α
q
餌
笹
り
邸
を
参
照
。

⑦
そ
の
他
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
側
は
二
入
の
王
子
と
ア
ラ
イ
オ
ロ
ス
伯
爵
、
エ
ヴ
ォ
ラ

　
司
数
、
そ
の
他
主
だ
っ
た
将
軍
や
指
揮
宮
た
ち
が
署
名
し
、
ム
ス
リ
ム
の
側
は
、

　
大
ワ
ズ
イ
ー
ル
匙
α
q
o
N
臨
欝
。
虞
で
フ
ァ
ー
ス
の
王
の
執
政
お
冨
ら
9
で
あ
る
ラ
ゼ

　
ラ
ケ
、
彼
の
兄
弟
で
バ
…
デ
ィ
ス
の
支
醜
者
で
あ
る
マ
ン
ス
ー
ル
・
プ
ン
・
ザ
イ

　
ヤ
ー
ン
認
p
鍔
o
H
C
づ
魯
N
貯
、
タ
ン
ジ
ャ
と
ア
ス
ィ
ー
ラ
の
支
配
者
サ
…
リ
ブ
・

　
プ
ン
・
サ
ー
リ
フ
O
効
ぽ
げ
①
ヨ
O
効
冨
、
公
正
な
（
ゆ
効
範
）
法
学
者
跨
ゆ
遜
の
ア

　
ブ
ド
・
ア
ッ
ラ
ー
フ
・
ア
ブ
ド
ゥ
ー
ス
ィ
…
〉
薮
㊦
㌶
〉
臨
港
㊦
と
ム
ハ
ン
マ

　
ド
・
サ
ッ
ラ
ー
ジ
ュ
該
ぎ
幕
号
ρ
震
霞
が
署
名
し
て
い
る
煙
く
即
ω
鵬
。
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第
三
章
ワ
ッ
タ
ー
ス
朝
の
樹
立
と
シ
ャ
ー
ウ
ィ
ー
ヤ

　
上
述
の
タ
ン
ジ
ャ
遠
征
の
後
、
マ
リ
ー
ン
朝
で
は
ワ
ッ
タ
ー
ス
家
の
ワ
ズ
ィ
ー
ル
に
よ
る
統
治
が
三
代
二
〇
年
程
続
く
。
こ
の
時
期
に
関
す

る
更
料
は
マ
リ
ー
ン
朝
後
期
の
中
で
も
特
に
乏
し
い
が
、
そ
こ
か
ら
知
ら
れ
て
い
る
限
り
、
彼
ら
の
政
策
に
お
い
て
シ
ャ
ー
ウ
ィ
ー
ヤ
に
代
表

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

さ
れ
る
遊
牧
民
へ
の
対
策
は
重
要
な
位
置
を
占
め
て
い
る
。
以
下
に
そ
れ
を
見
て
行
き
た
い
。

　
タ
ン
ジ
ャ
で
の
敗
戦
の
後
、
人
質
と
な
っ
た
主
人
フ
ェ
ル
ナ
ン
ド
王
子
に
付
き
従
う
ジ
ョ
ア
ン
・
ア
ル
ヴ
ァ
レ
ス
は
、
ア
ス
ィ
！
う
か
ら
フ

ァ
ー
ス
へ
向
か
う
道
中
に
つ
い
て
、
「
彼
ら
は
、
既
に
私
が
述
べ
た
よ
う
に
馬
に
乗
っ
て
、
フ
ァ
ー
ス
へ
向
か
い
、
数
多
く
の
、
人
口
の
多
い

山
地
の
道
を
通
っ
た
。
と
い
う
の
も
彼
ら
は
ア
ラ
ブ
た
ち
巴
巽
く
⑱
ω
を
恐
れ
て
、
平
野
の
道
を
あ
え
て
行
こ
う
と
は
し
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

欝
く
閃
念
ご
と
述
べ
て
い
る
。
こ
こ
で
の
ア
ラ
ブ
と
は
、
言
語
的
、
系
譜
的
な
区
分
で
は
な
く
、
む
し
ろ
定
住
民
に
対
す
る
遊
牧
民
の
事
を

指
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
、
当
時
の
モ
ロ
ッ
コ
北
部
に
お
い
て
、
遊
牧
民
の
活
動
活
発
化
に
よ
り
治
安
が
悪
化
し
て
い
た
こ
と
が
伺
え
る
。
そ

し
て
こ
の
こ
と
は
、
更
な
る
人
口
の
山
間
部
へ
の
流
出
と
、
平
野
で
の
遊
牧
経
済
の
拡
が
り
を
招
い
て
い
た
だ
ろ
う
。

　
一
方
で
再
び
ジ
ョ
ア
ン
・
ア
ル
ヴ
ァ
レ
ス
に
よ
れ
ば
、
ア
ブ
ー
・
ザ
カ
リ
ー
ヤ
ー
ア
は
「
策
略
と
裏
切
り
で
フ
ァ
ー
ス
の
王
ア
ブ
ー
・
サ
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イ
ー
ド
三
世
の
年
長
の
息
子
た
ち
の
王
位
継
承
権
を
奪
い
、
大
ワ
ズ
ィ
ー
ル
の
サ
！
リ
ブ
・
プ
ン
・
サ
ー
リ
フ
と
リ
フ
ヤ
ー
二
i
か
ら
権
力
を

奪
っ
た
喚
く
男
数
ム
総
。
」
そ
し
て
「
海
沿
い
に
は
サ
ラ
i
O
鉱
①
か
ら
ワ
フ
ラ
！
ン
○
錘
。
ヨ
ま
で
、
内
陸
に
は
マ
ッ
ラ
ー
ク
シ
ュ
《
碧
O
o
o
ω

ま
で
全
て
の
土
地
を
従
属
さ
せ
、
彼
の
権
力
は
テ
ィ
リ
ム
サ
1
ン
8
お
ヨ
Φ
ゆ
①
津
ま
で
及
ん
だ
轟
く
鳴
臨
］
」
と
い
う
。
イ
ブ
ン
・
ガ
ー
ズ
イ
ー

も
ワ
ッ
タ
ー
ス
家
の
ワ
ズ
ィ
ー
ル
に
よ
る
ミ
ク
ナ
ー
ス
の
支
配
回
復
と
都
市
施
設
の
再
建
を
称
賛
し
て
お
り
笏
重
縫
二
、
こ
の
蒔
期
に
王
朝
の

権
威
が
あ
る
程
度
圃
復
し
た
こ
と
も
ま
た
確
か
で
あ
る
。

　
そ
し
て
八
四
六
年
（
時
｝
四
四
二
…
四
三
年
）
に
は
ワ
ズ
イ
ー
ル
に
よ
っ
て
シ
ャ
ー
ウ
ィ
ー
ヤ
へ
の
遠
征
が
行
わ
れ
、
彼
ら
を
捕
虜
に
し
て
そ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

の
土
地
を
荒
廃
さ
せ
た
が
、
八
五
二
年
（
巨
一
四
四
八
一
四
九
年
）
彼
は
モ
ロ
ッ
コ
東
部
の
ア
ン
ガ
ド
地
方
で
ア
ラ
ブ
人
部
族
の
裏
切
り
に
遭
い
、

暗
殺
さ
れ
て
し
ま
う
［
∪
偶
蕊
ρ
臼
卜
。
愚
ω
黛
日
く
閃
δ
O
］
。
そ
の
後
ワ
ズ
ィ
ー
ル
の
地
位
は
甥
の
ア
リ
ー
・
プ
ン
・
ユ
ー
ス
フ
、
》
罵
げ
．
磯
燭
ω
無

に
引
き
継
が
れ
た
が
、
彼
も
八
六
三
年
幻
ゆ
ヨ
＆
望
月
五
日
（
1
1
一
四
五
九
年
七
月
六
日
）
タ
ー
マ
ス
ナ
ー
地
方
へ
の
遠
征
で
殺
害
さ
れ
た
［
U
類

お
9
臼
b
。
誌
曾
　
じ
国
卜
⊃
器
る
α
凸
。

　
そ
の
後
第
三
代
ワ
ズ
ィ
ー
ル
に
就
任
し
た
初
代
ワ
ズ
ィ
…
ル
の
息
子
ユ
ー
ス
フ
・
プ
ン
・
ヤ
フ
ヤ
i
照
富
鼠
ヴ
二
心
愚
は
、
軍
事
・
司
法

に
関
す
る
変
革
を
試
み
た
が
、
王
位
の
纂
奪
を
恐
れ
た
ス
ル
タ
ー
ン
に
よ
っ
て
こ
の
年
の
内
に
粛
清
さ
れ
、
他
の
ワ
ッ
タ
ー
ス
家
の
要
人
た
ち

も
同
時
に
殺
害
、
も
し
く
は
投
獄
さ
れ
た
。
こ
こ
か
ら
一
四
六
五
年
の
所
謂
「
フ
ァ
ー
ス
の
革
命
」
と
フ
ァ
ー
ス
の
シ
ャ
リ
ー
フ
ー
ー
ム
ハ
ン
マ

ド
・
プ
ン
・
イ
ム
ラ
ー
ン
《
¢
冨
白
ヨ
蝕
げ
梱
．
H
八
二
昌
に
よ
る
政
権
樹
立
へ
の
過
程
に
つ
い
て
は
、
既
に
○
銭
魚
鋤
－
》
お
昌
巴
一
Φ
圃
G
。
や
b
d
①
o
魏

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

一
⑩
G
。
⑩
一
ト
。
膳
○
誌
○
。
と
い
っ
た
優
れ
た
研
究
が
あ
る
の
で
、
こ
こ
で
は
最
小
限
に
止
め
よ
う
。
そ
し
て
こ
れ
ま
で
そ
れ
ほ
ど
重
視
さ
れ
て
こ
な
か

っ
た
、
シ
ャ
リ
ー
フ
と
ワ
ッ
タ
ー
ス
家
の
抗
争
及
び
、
後
者
に
よ
る
権
力
掌
握
の
過
程
に
対
す
る
検
討
を
通
し
て
、
新
政
権
樹
立
に
お
け
る
シ

ャ
ー
ウ
ィ
ー
ヤ
の
重
要
性
を
明
ら
か
に
し
た
い
。

　
ワ
ッ
タ
ー
ス
朝
の
初
代
で
あ
る
ム
ハ
ン
マ
ド
・
シ
ャ
イ
フ
が
前
述
の
粛
清
を
逃
れ
、
ア
ス
ィ
ー
ラ
に
避
難
し
た
こ
と
は
良
く
知
ら
れ
て
い
る
。

レ
オ
・
ア
フ
リ
カ
ヌ
ス
と
マ
ー
ル
モ
ル
が
伝
え
る
所
で
は
、
彼
は
ス
ル
タ
ー
ン
の
殺
害
後
シ
ャ
リ
ー
フ
が
政
権
を
奪
取
す
る
と
、
こ
の
町
が
属
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す
る
バ
バ
ト
地
方
や
ア
ズ
ガ
ー
ル
地
方
の
、
フ
ル
ト
族
や
ス
フ
ヤ
ー
ン
族
と
い
っ
た
ア
ラ
ブ
入
部
族
か
ら
支
持
を
得
て
挙
兵
し
、
シ
ャ
リ
ー
フ

と
戦
争
を
始
め
た
と
さ
れ
る
［
U
＞
同
”
卜
。
爲
一
∪
○
と
b
⊃
鳴
①
く
．
山
ミ
乙
。

　
こ
こ
で
興
味
深
い
こ
と
は
、
ス
ル
タ
ー
ン
殺
害
の
知
ら
せ
が
「
ワ
ッ
タ
ー
ス
家
に
届
く
と
、
彼
ら
は
フ
ァ
ー
ス
へ
戻
り
、
そ
こ
に
入
る
こ
と

を
望
ん
だ
が
、
フ
ァ
ー
ス
の
人
々
は
そ
れ
を
許
さ
な
か
っ
た
冤
じ
d
り
㊤
＜
．
ご
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
レ
オ
・
ア
フ
リ
カ
ヌ
ス
も
同
様
に
、

　
　
　
　
　
　
　
⑤

「
そ
の
時
シ
ャ
イ
フ
と
い
う
人
物
が
現
れ
て
、
フ
ァ
ー
ス
に
入
っ
て
、
そ
こ
で
王
に
即
位
し
よ
う
と
試
み
た
。
し
か
し
シ
ャ
リ
ー
フ
は
シ
ャ
イ

フ
の
男
系
の
い
と
こ
で
あ
る
彼
の
主
要
な
助
言
者
の
意
見
と
議
論
に
影
響
さ
れ
て
、
後
者
を
フ
ァ
ー
ス
か
ら
不
名
誉
に
追
い
払
っ
た
」
と
述
べ

て
い
る
【
∪
｝
『
卜
。
露
よ
ト
。
〕
。
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
お
そ
ら
く
、
ム
ハ
ン
マ
ド
・
シ
ャ
イ
フ
は
ス
ル
タ
ー
ン
の
殺
害
に
何
ら
か
の
形
で
関
与
し
て

い
た
が
、
そ
の
結
果
フ
ァ
ー
ス
の
支
配
権
を
シ
ャ
リ
ー
フ
が
握
っ
て
し
ま
っ
た
た
め
、
両
者
の
問
で
戦
争
に
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　
と
は
い
え
、
こ
れ
以
降
の
事
件
の
図
式
は
、
「
シ
ャ
リ
ー
フ
対
ワ
ッ
タ
ー
ス
家
」
と
い
う
よ
う
な
単
純
な
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
ワ
ッ
タ
ー

ス
家
は
、
少
な
く
と
も
そ
の
初
期
段
階
に
お
い
て
は
、
二
つ
の
党
派
に
分
か
れ
対
立
し
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
の
状
況
を
伝
え
る
ア

ブ
ド
・
ア
ル
バ
ー
ス
ィ
ト
の
以
下
の
記
述
に
お
い
て
、
シ
ャ
ー
ウ
イ
ー
ヤ
は
王
権
を
巡
る
争
い
に
関
わ
る
重
要
な
集
団
と
し
て
再
び
現
れ
る
。

　
こ
の
フ
ァ
…
ス
の
シ
ャ
リ
ー
フ
は
そ
の
（
フ
ァ
ー
ス
の
）
申
だ
け
し
か
支
配
せ
ず
、
そ
の
外
側
の
、
そ
れ
以
上
の
土
地
に
対
し
て
は
王
権
を
持
た
な
か
っ

た
。
諸
地
方
は
全
て
ワ
ッ
タ
ー
ス
家
の
手
に
あ
っ
た
が
、
彼
ら
も
対
立
す
る
二
つ
の
集
団
に
分
か
れ
て
い
た
。
そ
し
て
フ
ル
ト
族
の
遊
牧
民
、
霞
げ
響
卿
r

国
巳
滑
は
〔
｝
方
の
〕
選
挙
と
と
も
に
、
シ
ャ
ー
ウ
イ
ー
ヤ
は
別
の
集
団
と
と
も
に
い
た
。
し
か
し
二
つ
の
集
団
の
間
で
、
シ
ャ
リ
…
フ
を
捕
ら
え
る
こ
と

に
つ
い
て
合
意
が
成
立
し
た
。
そ
し
て
彼
ら
は
彼
を
捕
ら
え
た
が
、
彼
の
高
貴
さ
を
鑑
み
て
、
彼
を
殺
さ
ず
に
、
彼
の
望
む
と
こ
ろ
へ
去
る
よ
う
に
命
じ
た
。

そ
の
後
ワ
ッ
タ
ー
ス
家
の
二
つ
の
党
派
は
敵
対
し
合
い
、
両
考
の
一
方
が
他
方
を
追
放
し
た
［
囲
b
σ
⑩
⑩
＜
．
山
O
O
曇
鐸
．
①
甲
曵
O
］
。

つ
ま
り
こ
の
記
述
に
よ
れ
ば
、
シ
ャ
リ
ー
フ
は
都
市
民
の
反
乱
に
よ
っ
て
権
力
を
握
っ
た
と
は
い
え
、
そ
の
系
譜
に
よ
る
権
威
は
都
市
内
部
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に
限
ら
れ
た
も
の
で
、
王
國
の
様
々
な
部
族
集
団
の
動
向
に
決
定
的
な
影
響
を
与
え
る
要
素
で
な
か
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　
そ
の
一
方
で
ワ
ッ
タ
ー
ス
家
は
二
つ
の
、
そ
れ
ぞ
れ
フ
ル
ト
族
と
シ
ャ
…
ウ
ィ
ー
ヤ
と
い
う
二
つ
の
遊
牧
民
集
団
を
支
持
基
盤
と
す
る
党
派

に
分
か
れ
て
争
っ
て
お
り
、
両
者
の
合
意
に
よ
っ
て
フ
ァ
ー
ス
の
シ
ャ
リ
ー
フ
政
権
は
瓦
解
し
た
。
そ
の
蒔
期
は
こ
の
記
述
か
ら
は
不
明
だ
が
、

八
七
〇
年
労
ゆ
げ
畦
H
月
九
日
（
1
1
一
閥
六
五
年
コ
月
八
日
）
に
ワ
フ
ラ
！
ン
に
届
い
た
情
報
で
は
、
既
に
ム
ハ
ン
マ
ド
・
シ
ャ
イ
フ
と
シ
ャ

リ
ー
フ
と
の
問
で
内
戦
が
始
ま
っ
て
お
り
、
「
シ
ャ
ー
ウ
ィ
ー
ヤ
と
呼
ば
れ
る
遊
牧
民
巴
㌔
｝
鑓
ぴ
署
ρ
賦
軍
ざ
ヨ
⇔
一
あ
似
鼠
蓬
聾
」
は
ワ
ッ

タ
ー
ス
家
を
支
持
し
て
い
る
［
菊
u
d
H
一
〇
同
．
唄
貫
お
る
ω
］
。
そ
し
て
一
〇
ヵ
月
後
の
八
七
一
年
窯
各
鎚
鎚
置
月
二
日
（
燵
一
四
六
六
／
八
／
二
三
）
の

情
報
で
は
、
ワ
ッ
タ
ー
ス
家
が
フ
ァ
ー
ス
を
包
囲
す
る
こ
と
を
決
定
し
、
シ
ャ
…
ウ
ィ
ー
ヤ
の
遊
牧
民
や
そ
の
他
の
老
た
ち
は
、
そ
れ
に
呼
応

し
て
蜂
起
し
た
と
あ
る
冤
b
ヴ
感
矛
∴
貫
刈
。
。
鳥
総
。
こ
こ
で
は
ワ
ッ
タ
ー
ス
家
の
ど
ち
ら
の
党
派
の
こ
と
を
指
し
て
い
る
の
か
不
明
だ
が
、
こ

の
月
の
半
ば
に
は
、
ミ
ク
ナ
ー
ス
に
い
た
ワ
ッ
タ
…
ス
家
の
ワ
ズ
ィ
ー
ル
ー
ー
ム
ハ
ン
マ
ド
・
シ
ャ
イ
フ
が
、
フ
ァ
ー
ス
奪
取
の
た
め
兵
を
動
貴

し
た
と
あ
る
欝
b
ご
お
。
。
罰
貫
。
。
緊
。
。
巴
。

　
残
念
な
が
ら
現
存
す
る
菊
じ
d
の
写
本
は
事
件
の
こ
れ
以
降
の
展
開
に
関
す
る
箇
所
を
含
ん
で
お
ら
ず
、
男
b
d
罵
G
。
〈
　
墜
。
。
ω
で
八
七
五
年

（
翻
一
四
七
〇
1
七
一
年
）
の
事
と
さ
れ
て
い
る
ム
ハ
ン
マ
ド
・
シ
ャ
イ
フ
の
政
権
樹
立
に
つ
い
て
は
、
詳
細
は
わ
か
ら
な
い
。
た
だ
レ
オ
・
ア

フ
リ
カ
ヌ
ス
と
マ
…
ル
モ
ル
の
情
報
を
総
合
す
る
と
、
シ
ャ
リ
ー
フ
に
対
し
て
戦
争
を
行
っ
て
い
た
ム
ハ
ン
マ
ド
・
シ
ャ
イ
フ
は
、
ミ
ク
ナ
…

ス
で
シ
ャ
リ
ー
フ
の
軍
隊
に
敗
れ
、
ア
ス
ィ
…
ラ
へ
撤
退
し
た
。
そ
の
後
前
述
し
た
シ
ャ
イ
フ
の
男
系
の
い
と
こ
が
、
タ
ー
マ
ス
ナ
ー
地
方
の

反
乱
を
鎮
圧
す
る
た
め
軍
隊
を
率
い
て
出
か
け
る
と
、
八
千
の
ア
ラ
ブ
騎
兵
の
援
軍
を
連
れ
て
フ
ァ
ー
ス
へ
攻
め
寄
せ
、
一
年
の
包
囲
の
末
に
、

物
資
の
不
足
に
耐
え
ら
れ
な
く
な
っ
た
町
の
住
人
の
裏
切
り
に
よ
っ
て
フ
ァ
ー
ス
へ
入
城
し
た
と
い
う
【
∪
》
僻
邑
①
即
U
O
》
一
認
認
］
。

　
双
方
の
記
述
が
ど
も
に
正
確
で
あ
る
な
ら
、
ア
ブ
ド
・
ア
ル
バ
ー
ス
ィ
ト
が
伝
え
る
フ
ァ
ー
ス
攻
撃
と
レ
オ
・
ア
フ
リ
カ
ヌ
ス
ら
の
伝
え
る

フ
ァ
ー
ス
包
囲
の
間
に
は
三
、
四
年
の
隔
た
り
が
あ
る
。
こ
の
問
の
経
緯
に
つ
い
て
は
不
明
な
が
ら
、
後
者
の
説
明
は
、
タ
ー
マ
ス
ナ
i
地
方

へ
向
か
っ
た
軍
隊
の
、
フ
ァ
ー
ス
包
囲
中
に
お
け
る
動
向
が
不
明
と
い
う
点
で
不
自
然
で
あ
る
。
確
た
る
証
拠
は
な
い
が
、
こ
の
と
き
ワ
ッ
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タ
ー
ス
家
鳴
派
の
合
意
が
成
立
し
て
お
り
、
ム
ハ
ン
マ
ド
・
シ
ャ
イ
フ
の
陣
営
に
、
反
乱
の
鎮
圧
を
口
実
に
フ
ァ
ー
ス
を
出
た
彼
の
い
と
こ
が

合
流
し
た
、
も
し
く
は
こ
の
反
乱
に
関
す
る
レ
オ
・
ア
フ
リ
カ
ヌ
ス
ら
の
認
識
が
そ
も
そ
も
間
違
っ
て
い
て
、
こ
の
い
と
こ
が
何
ら
か
の
理
由

で
シ
ャ
リ
ー
フ
と
対
立
し
、
タ
ー
マ
ス
ナ
ー
地
方
で
兵
を
挙
げ
た
と
い
う
の
が
真
梱
で
は
な
い
か
。

　
こ
の
時
期
に
シ
ャ
ー
ウ
ィ
ー
ヤ
が
活
動
を
活
発
化
さ
せ
た
こ
と
は
、
一
七
世
紀
の
ア
ル
ビ
…
・
フ
ァ
ー
ス
ィ
ー
も
伝
え
て
い
る
。
こ
の
著
者

に
よ
れ
ば
、
フ
ァ
ー
ス
北
部
の
山
村
タ
！
ラ
ー
ウ
グ
ラ
ー
ス
に
暮
ら
し
て
い
た
ア
ブ
ー
・
ア
ン
ナ
ジ
ャ
ー
諺
ぴ
⇔
巴
勉
轟
鯛
．
と
い
う
法
学
者
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

も
と
は
フ
ァ
ー
ス
に
い
た
が
、
「
シ
ャ
ー
ウ
ィ
ー
ヤ
が
ガ
ル
ブ
地
方
に
現
れ
る
と
、
恐
れ
て
フ
ァ
ー
ス
を
出
た
。
こ
れ
は
ハ
フ
ィ
…
ド
群

頓
鋤
｛
凱
の
時
代
の
こ
と
で
あ
っ
た
」
、
「
こ
の
パ
フ
イ
ー
ド
と
は
ア
ブ
ー
・
ア
ブ
ド
・
ア
ッ
ラ
ー
フ
・
ム
ハ
ン
マ
ド
・
プ
ン
・
イ
ム
ラ
ー
ン
．
シ

ャ
2
3
ー
フ
・
ジ
ュ
ー
テ
ィ
ー
諺
暫
．
》
げ
傷
と
賦
財
竃
岳
9
糞
B
鋤
伽
ヴ
減
霞
雪
群
ω
鎚
駄
餌
同
－
○
口
蕊
の
こ
と
」
で
あ
る
〔
9
ζ
卜
。
ミ
，
謎
］
。
ア

ブ
ー
・
ア
ン
ナ
ジ
ャ
ー
が
遊
牧
民
に
対
し
て
比
較
的
安
全
な
は
ず
の
フ
ァ
…
ス
を
脱
出
し
た
の
は
、
シ
ャ
ー
ウ
ィ
；
ヤ
が
都
市
の
占
領
を
狙
う

ワ
ッ
タ
ー
ス
家
の
軍
隊
と
し
て
現
れ
た
か
ら
に
他
な
ら
な
い
。

　
ま
た
こ
の
著
者
は
続
け
て
、
シ
ャ
リ
ー
フ
は
権
力
を
握
っ
た
後
、
ア
ス
ィ
ー
ラ
の
ム
ハ
ン
マ
ド
・
シ
ャ
イ
フ
か
ら
繰
り
返
し
攻
撃
を
受
け
、

そ
し
て
素
早
く
諸
部
族
を
糾
合
す
る
こ
と
に
成
功
し
た
後
者
が
勝
利
し
て
、
八
七
六
年
ω
署
薯
巴
月
の
初
め
（
薩
一
四
七
二
年
三
月
）
フ
ァ
…
ス

に
入
城
し
、
ワ
ッ
タ
…
ス
朝
を
開
い
た
と
述
べ
て
い
る
霊
芝
・
。
団
。
。
］
。
ム
ハ
ン
マ
ド
・
シ
ャ
イ
フ
に
よ
る
薪
王
朝
の
成
立
は
不
明
な
点
が
多
い

な
が
ら
、
フ
ル
ト
族
と
シ
ャ
ー
ウ
ィ
ー
ヤ
を
中
心
と
す
る
二
つ
の
部
族
集
団
か
ら
の
支
持
獲
得
が
成
功
の
大
き
な
要
因
で
あ
る
こ
と
は
、
以
上

の
情
報
か
ら
明
ら
か
で
あ
る
。

　
と
こ
ろ
で
こ
れ
ま
で
ム
ハ
ン
マ
ド
・
シ
ャ
イ
フ
の
い
と
こ
に
つ
い
て
、
や
や
し
つ
こ
く
言
及
し
て
き
た
の
に
は
理
由
が
あ
る
。
と
い
う
の
も
、

諸
史
料
を
検
討
し
た
結
果
、
こ
の
人
物
こ
そ
ワ
ッ
タ
ー
ス
朝
成
立
を
巡
る
政
変
に
お
け
る
、
い
わ
ば
シ
ャ
ー
ウ
ィ
ー
や
派
の
領
袖
だ
っ
た
と
考

え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　
ま
ず
一
九
世
紀
後
半
の
編
纂
史
料
で
あ
る
図
H
に
収
録
さ
れ
た
9
の
テ
キ
ス
ト
に
よ
れ
ば
、
シ
ャ
リ
ー
フ
を
退
位
さ
せ
た
の
は
、
ム
ハ
ン
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マ
ド
・
シ
ャ
イ
フ
と
共
通
の
祖
父
を
持
つ
、
つ
ま
り
男
系
の
い
と
こ
に
当
た
る
ア
ブ
ー
・
ア
ル
ハ
ッ
ジ
ャ
…
ジ
ュ
・
ユ
ー
ス
フ
・
プ
ン
・
マ
ン

ス
ー
ル
・
プ
ン
・
ザ
イ
ヤ
ー
ン
・
ワ
ッ
タ
ー
ス
ィ
ー
》
寓
野
面
轟
⑬
轟
緊
密
珠
び
’
《
曇
声
臼
『
N
醸
《
夏
山
磨
芝
畳
瑚
。
。
則
で
あ
り
、
フ
ァ
ー
ス
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

そ
の
後
ム
ハ
ン
マ
ド
・
シ
ャ
イ
フ
が
権
力
を
握
る
ま
で
、
こ
の
人
物
の
姉
妹
の
手
に
あ
っ
た
と
さ
れ
る
。

　
こ
の
人
物
は
、
ピ
ナ
の
年
代
記
に
登
場
す
る
鑓
○
｝
ざ
《
b
d
Φ
一
富
α
q
・
α
q
①
の
こ
と
だ
と
思
わ
れ
る
。
一
四
七
一
年
八
月
二
四
日
ポ
ル
ト
ガ
ル
の
ア

フ
ォ
ン
ソ
五
世
は
、
ム
ハ
ン
マ
ド
・
シ
ャ
イ
フ
が
丘
ハ
を
率
い
て
フ
ァ
ー
ス
へ
向
か
っ
た
隙
を
つ
い
て
ア
ス
ィ
ー
ラ
を
占
領
し
、
ム
ハ
ン
マ
ド
・

シ
ャ
イ
フ
の
妻
や
息
子
を
捕
虜
に
し
た
。
そ
し
て
一
四
七
三
年
こ
の
捕
虜
と
引
き
換
え
に
、
前
述
し
た
フ
ェ
ル
ナ
ン
ド
王
子
の
遺
骨
返
還
を
求

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

め
た
が
、
当
時
そ
れ
を
所
有
し
て
い
た
の
も
実
際
に
骨
を
送
り
返
し
た
の
も
こ
の
人
物
だ
っ
た
。

　
ま
た
や
や
奇
妙
な
逸
話
で
あ
る
が
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
の
ジ
ョ
ア
ン
二
世
は
一
四
八
七
年
ア
ン
フ
ァ
近
辺
に
軍
隊
を
派
遣
し
、
シ
ャ
ー
ウ
ィ
ー
ヤ

の
ム
ー
ア
人
た
ち
の
テ
ン
ト
集
落
Q
曾
銭
①
ω
号
嵐
。
霞
○
ω
畠
国
日
×
。
謹
白
に
対
し
て
略
奪
を
行
っ
た
。
彼
は
こ
の
攻
撃
を
、
シ
ャ
ー
ウ
ィ
ー

ヤ
の
王
で
あ
り
、
彼
と
和
平
を
結
ん
で
い
る
ζ
巳
Φ
団
b
ご
①
鍵
σ
q
＆
p
に
対
す
る
不
服
従
へ
の
懲
罰
と
し
て
行
っ
た
か
の
よ
う
に
見
せ
た
た
め
、
シ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

ヤ
ー
ウ
ィ
ー
や
全
て
が
恐
れ
怯
え
、
そ
し
て
こ
の
「
ム
ー
ア
人
の
王
」
は
使
者
を
派
遣
し
て
、
こ
の
こ
と
に
謝
意
を
伝
え
た
と
さ
れ
る
。

　
本
稿
の
筆
者
は
、
こ
れ
ら
三
つ
の
記
事
は
い
ず
れ
も
、
問
題
の
ム
ハ
ン
マ
ド
・
シ
ャ
イ
フ
の
い
と
こ
に
つ
い
て
伝
え
た
も
の
で
、
そ
し
て
ア

ス
ィ
ー
ラ
と
そ
の
周
辺
の
部
族
集
団
を
率
い
る
ム
ハ
ン
マ
ド
・
シ
ャ
イ
フ
に
対
し
て
、
彼
は
ミ
ク
ナ
ー
ス
、
サ
ラ
ー
以
南
の
部
族
集
団
を
率
い

て
お
り
、
前
者
の
集
団
は
フ
ル
ト
族
、
後
者
の
集
団
は
シ
ャ
ー
ウ
ィ
ー
ヤ
と
呼
ば
れ
て
い
た
と
考
え
る
。
後
者
、
即
ち
ア
ブ
ー
・
ア
ル
ハ
ッ
ジ

ャ
ー
ジ
ュ
は
、
マ
リ
ー
ン
朝
の
王
統
断
絶
後
、
部
族
的
基
盤
を
持
た
な
い
シ
ャ
リ
ー
フ
を
お
そ
ら
く
偲
縄
の
つ
も
り
で
推
戴
し
て
ム
ハ
ン
マ

ド
・
シ
ャ
イ
フ
を
排
除
し
、
政
治
的
主
導
権
を
握
ろ
う
と
し
た
。
と
こ
ろ
が
フ
ァ
ー
ス
の
都
帯
昆
の
支
持
を
集
め
る
シ
ャ
リ
ー
フ
と
対
立
し
た

た
め
、
暫
定
的
に
ワ
ッ
タ
ー
ス
家
両
派
で
同
盟
し
て
シ
ャ
リ
ー
フ
を
追
放
し
た
。
そ
し
て
そ
の
後
両
派
の
主
導
権
争
い
に
勝
利
し
た
ム
ハ
ン
マ

ド
・
シ
ャ
イ
フ
は
、
フ
ァ
ー
ス
で
ワ
ッ
タ
ー
ス
朝
の
初
代
と
し
て
即
位
し
、
敗
北
し
た
ア
ブ
ー
・
ア
ル
ハ
ッ
ジ
ャ
ー
ジ
ュ
は
、
彼
の
支
持
基
盤

で
あ
る
シ
ャ
ー
ウ
ィ
ー
ヤ
が
有
力
な
タ
ー
マ
ス
ナ
…
地
方
を
、
事
実
上
か
公
式
で
あ
っ
た
か
は
不
明
な
が
ら
支
配
し
た
の
だ
ろ
う
。
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こ
の
よ
う
な
事
情
か
ら
フ
ル
ト
族
と
シ
ャ
ー
ウ
ィ
ー
ヤ
は
、
ワ
ッ
タ
ー
ス
朝
の
権
力
構
造
に
お
い
て
明
白
に
栢
関
す
る
立
場
を
与
え
ら
れ

た
。
U
》
ビ
駅
O
に
よ
れ
ば
、
フ
ル
ト
族
○
び
巳
馨
は
王
の
軍
隊
の
花
形
を
構
成
し
て
お
り
、
王
は
彼
ら
を
重
要
な
遠
征
に
し
か
用
い
な
い
。

ま
た
ム
ハ
ン
マ
ド
・
シ
ャ
イ
フ
は
、
人
口
の
減
少
し
た
ガ
ル
ブ
地
方
で
略
奪
を
は
た
ら
い
て
い
た
シ
ャ
ー
ウ
ィ
ー
ヤ
の
遊
牧
罠
畔
凝
望
篭
手

群
9
．
＆
げ
に
対
し
て
攻
撃
を
行
い
、
彼
ら
を
タ
ー
マ
ス
ナ
i
地
方
へ
追
い
や
っ
た
［
5
ζ
一
堅
邑
。
八
九
八
年
（
同
一
四
九
二
…
九
三
年
）
に
は

シ
ャ
ー
ウ
ィ
ー
ヤ
を
ミ
ク
ナ
ー
ス
と
サ
ラ
ー
の
問
で
迎
え
撃
ち
、
彼
ら
を
殺
し
、
そ
し
て
略
奪
し
た
。
そ
の
た
め
彼
ら
は
フ
ァ
ー
ス
で
物
乞
い

を
す
る
ほ
ど
の
惨
状
に
陥
っ
た
［
じ
閏
b
。
お
隔
。
そ
し
て
マ
ー
ル
モ
ル
の
時
代
、
シ
ャ
ー
ウ
ィ
ー
ヤ
の
力
は
フ
ァ
ー
ス
、
マ
ッ
ラ
ー
ク
シ
ュ
の
王

や
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
た
ち
と
の
度
重
な
る
戦
争
と
疫
病
で
既
に
衰
え
て
お
り
［
U
O
》
b
。
…
誤
乙
、
そ
の
活
動
範
囲
は
ブ
ー
・
ラ
グ
ラ
ー
グ
河
南
岸
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

タ
ー
マ
ス
ナ
i
地
方
に
ほ
ぼ
限
定
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
無
論
こ
れ
以
降
こ
の
地
方
の
状
況
に
変
化
が
無
か
っ
た
わ
け
で
は
な
い
し
、
ま
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

こ
の
シ
ャ
ー
ウ
ィ
ー
や
衰
退
の
過
程
に
も
、
興
味
深
い
問
題
が
残
さ
れ
て
い
る
。
と
は
い
え
二
〇
世
紀
初
頭
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
が
こ
の
地
方
で

観
察
し
た
部
族
集
団
の
形
成
が
、
一
五
世
紀
に
展
開
し
た
モ
ロ
ッ
コ
北
部
の
王
権
と
諸
部
族
集
団
に
よ
る
政
治
的
主
導
権
争
い
に
遡
る
こ
と
は
、

既
に
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。

①
こ
れ
ま
で
の
研
究
で
は
、
戦
勝
の
直
後
｝
四
三
八
年
フ
ァ
ー
ス
で
起
き
た
イ
ド

　
リ
ー
ス
ニ
世
の
墓
の
「
発
見
扁
に
始
ま
る
、
ワ
ッ
タ
ー
ス
家
・
王
導
に
よ
る
シ
ャ

　
リ
ー
フ
崇
敬
政
策
が
注
圏
さ
れ
て
き
た
。
こ
の
問
題
に
つ
い
て
は
じ
ウ
①
舞
お
。
。
り

　
が
、
そ
れ
以
前
の
研
究
も
含
め
て
詳
細
な
検
討
を
加
え
て
い
る
。
ま
た
こ
の
時
期

　
の
部
族
問
題
に
つ
い
て
は
国
叫
σ
ぞ
一
⑩
c
。
◎
卜
σ
ω
？
鳥
ω
が
、
シ
ャ
ー
ウ
ィ
ー
ヤ
の
実

　
体
は
当
時
ア
ト
ラ
ス
山
脈
の
南
麗
か
ら
侵
入
し
た
ア
ラ
ブ
人
マ
ァ
キ
ル
族
で
あ
る

　
と
主
張
し
て
い
る
。
し
か
し
愚
者
を
同
一
の
八
隅
と
見
な
す
氏
の
主
張
に
は
具
体

　
的
な
根
拠
が
欠
け
て
い
る
。
ま
た
後
述
す
る
、
》
《
竃
山
α
の
出
来
事
を
　
五
世

　
玉
串
ば
の
こ
と
と
し
て
い
る
が
、
実
際
に
は
ワ
ッ
タ
…
ス
朝
成
立
後
の
話
で
あ
る

　
ほ
か
、
エ
ジ
プ
ト
や
ポ
ル
ト
ガ
ル
の
史
料
で
は
、
タ
ン
ジ
ャ
の
攻
翻
戦
以
前
の
事

　
例
で
シ
ャ
ー
ウ
ィ
ー
ヤ
と
い
う
集
醐
が
現
れ
る
こ
と
に
つ
い
て
、
何
も
触
れ
て
い

　
な
い
。
こ
れ
ら
の
点
で
氏
の
説
は
不
十
分
で
あ
り
、
仮
説
の
域
を
出
な
い
。

②
こ
の
ア
ラ
ブ
と
は
シ
ャ
…
ウ
ィ
…
や
の
こ
と
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
ポ
ル
ト
ガ

　
ル
は
王
子
の
身
柄
を
取
り
返
す
た
め
、
正
式
の
交
渉
以
外
に
も
様
々
な
手
段
を
試

　
み
た
が
、
そ
の
中
に
は
先
の
り
フ
ヤ
ー
ニ
ー
に
よ
る
王
子
の
身
柄
の
確
保
も
あ
っ

　
た
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
胃
く
噴
伊
。
。
る
一
］
。

③
U
頓
漁
ρ
臼
卜
・
愚
ω
伊
な
お
こ
の
遠
征
に
関
す
る
も
の
か
は
不
明
だ
が
、
一

　
五
世
紀
前
単
フ
ァ
ー
ス
の
ム
フ
テ
ィ
ー
だ
っ
た
ア
ブ
…
・
ア
ブ
ド
・
ア
ッ
ラ
ー

　
フ
．
カ
ウ
リ
…
》
げ
蔦
、
》
げ
匙
と
㌶
ぽ
鋤
炉
O
餌
≦
鏑
の
フ
ァ
ト
ワ
ー
に
、
フ
ル
ト
族

　
鋤
「
類
巳
暮
の
ア
ラ
ブ
が
「
ワ
ズ
ィ
…
ル
釧
ア
ブ
ー
・
ザ
カ
リ
ー
ヤ
ー
ア
・
ヤ
フ

　
ヤ
i
・
プ
ン
・
ヤ
フ
ヤ
ー
・
ワ
ッ
タ
ー
ス
ィ
ー
の
騎
兵
隊
に
従
っ
て
」
あ
る
地
方

　
を
攻
撃
し
た
と
き
の
問
題
に
関
す
る
も
の
が
あ
る
。
「
プ
ン
・
ヤ
フ
ヤ
…
〕
が
余
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分
に
繰
り
返
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
が
こ
れ
ま
で
述
べ
て
き
た
ア
ブ
…
・
ザ
カ

　
リ
ー
ヤ
…
ア
の
こ
と
で
あ
る
の
は
明
白
で
あ
る
。
ま
た
彼
が
遠
征
に
動
員
し
た
援

　
軍
が
、
半
世
紀
弟
の
イ
ブ
ン
・
ハ
ル
ド
ゥ
ー
ン
に
と
っ
て
は
「
存
在
し
な
か
っ
た

　
か
の
よ
う
に
消
え
て
し
ま
っ
た
寅
、
H
◎
ω
メ
只
一
　
①
己
」
フ
ル
ト
族
だ
っ
た
こ

　
と
も
興
味
深
い
。
フ
ァ
ト
ワ
ー
に
つ
い
て
は
諺
骨
壁
無
上
7
芝
食
。
旨
鐙
昌
鈴
斜
N
－
§
冒
、

　
ミ
ミ
ミ
．
白
い
罎
穐
ミ
ー
鷺
§
賊
．
ミ
ミ
胸
冬
ま
貯
轟
誉
ミ
軽
問
．
心
心
§
幽
、
ミ
耐
嘗
嘩
亀
霜
㍗

　
き
N
§
N
器
暖
窺
窺
㍗
寒
砿
鋼
回
Q
◎
く
。
『
り
㊦
堅
竃
郁
炉
鶴
田
ヨ
Q
鳥
掴
轟
賢
鷺
田
翁
幻
浮
暮
甲

　
一
り
Q
。
甲
。
。
ρ
＜
O
一
．
G
e
も
』
ω
ω
を
、
ム
フ
テ
ィ
ー
に
つ
い
て
は
U
掴
b
。
刈
抑
O
囲
一
一
G
◎
一
㊤

　
を
参
照
。

④
七
U
①
畠
の
見
解
は
、
事
件
の
展
開
に
つ
い
て
は
O
舞
9
甲
》
お
暴
｝
と
一
致
し
て

　
い
る
も
の
の
、
そ
の
解
釈
に
つ
い
て
は
幾
つ
か
掘
試
す
る
点
が
あ
る
の
で
、
以
下

　
に
そ
の
要
点
を
纏
め
て
お
く
。
ま
ず
O
舞
鼠
甲
〉
嵩
口
巴
は
、
こ
の
事
件
に
関
す
る

　
重
要
な
史
料
で
あ
る
〆
切
の
情
報
を
、
シ
ャ
リ
ー
フ
に
よ
る
ス
ル
タ
ー
ン
の
殺

　
害
と
政
権
の
奪
取
を
正
当
化
す
る
た
め
に
公
表
さ
れ
た
も
の
で
、
反
乱
の
伝
説
的

　
な
説
明
で
あ
る
と
主
張
す
る
の
に
対
し
、
ゆ
①
o
搾
は
渕
じ
ヴ
で
の
記
述
が
シ
ャ
リ
ー

　
フ
に
と
っ
て
不
都
合
な
情
報
も
含
ん
で
い
る
こ
と
を
黒
鍵
に
、
そ
の
見
解
を
否
定

　
す
る
。
ま
た
○
。
。
門
屋
卑
》
話
ゆ
鋤
が
こ
の
反
乱
は
、
妾
蒔
の
フ
ァ
ー
ス
に
存
在
し
た
、

　
ス
ル
タ
ー
ン
、
ワ
ッ
タ
ー
ス
家
、
そ
し
て
シ
ャ
リ
ー
フ
に
率
い
ら
れ
、
い
く
つ
か

　
の
有
力
な
タ
リ
ー
カ
が
所
属
す
る
、
都
市
の
宗
教
的
な
党
派
と
い
う
、
権
力
を
巡

　
っ
て
対
立
し
あ
う
三
つ
の
党
派
聡
の
緊
張
し
た
関
係
の
結
果
と
し
て
起
こ
り
、
ま

　
た
第
闘
の
、
ウ
ラ
マ
…
と
小
さ
い
タ
リ
ー
カ
で
構
成
さ
れ
る
不
確
か
な
党
派
も
一

　
定
の
役
割
を
持
っ
た
と
童
曝
す
る
の
に
対
し
、
b
d
①
舞
は
シ
ャ
リ
ー
フ
を
ワ
ッ

　
タ
…
ス
家
の
支
持
者
の
中
に
数
え
、
ま
た
タ
リ
…
磯
間
の
対
立
と
い
う
要
素
を
否

　
蓋
し
て
い
る
。

⑤
テ
キ
ス
ト
に
は
ω
餌
ざ
》
ぴ
鎚
と
あ
る
。
こ
の
人
物
が
ワ
ッ
タ
ー
ス
朝
の
初
代

　
ス
ル
タ
…
ン
日
ム
ハ
ン
マ
ド
・
シ
ャ
イ
フ
で
あ
る
の
は
文
脈
か
ら
明
ら
か
だ
が
、

　
｝
ぴ
鑓
が
儒
を
表
し
て
い
る
の
か
は
不
畷
で
あ
る
。
U
》
け
b
。
鎗
旨
心
置
参
照
。

⑥
こ
こ
で
は
ル
ッ
ク
ー
ス
潤
と
サ
ブ
ー
川
に
挟
ま
れ
た
モ
ロ
ッ
コ
北
部
の
平
野
部

　
を
大
ま
か
に
指
す
Q

⑦
と
撃
退
鍋
書
乙
鳥
げ
’
日
南
一
μ
察
§
ミ
翻
§
轟
。
。
＜
。
グ
Φ
心
事
各
§
日
薮

　
冗
多
賢
騨
㍗
U
費
騨
翻
し
d
喫
黛
・
る
0
8
噂
く
。
ド
倉
℃
．
ら
。
N
メ
O
H
一
b
｝
一
の
テ
キ
ス
ト
で

　
は
、
こ
の
人
物
の
ク
ン
ヤ
（
「
誰
某
の
父
」
と
い
う
意
味
の
門
》
暫
○
○
偏
と
い

　
う
醜
名
表
記
法
）
は
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
な
い
。

⑧
聖
乙
Φ
笈
タ
9
・
§
§
譜
ミ
ー
沁
竃
や
馨
蕊
。
ぷ
G
。
ぎ
グ
痒
O
蝉
び
門
芭

　
℃
①
毎
貯
斜
び
貯
げ
o
P
お
O
ゲ
昏
。
”
く
。
囲
ω
“
ワ
潔
髄
ア
ス
ィ
ー
ラ
の
占
領
に
つ
い
て
は

　
暉
欝
色
ハ
》
ω
H
U
》
、
．
を
参
照
。

⑨
鱒
巴
傷
⑦
型
郵
．
．
9
δ
巳
＄
恥
”
霊
鱒
醸
O
こ
。
p
α
H
H
．
．
w
9
ミ
§
画
譜
§
§

　
執
謹
ミ
8
畔
編
門
歯
ミ
、
野
景
ミ
』
§
舞
轟
〈
o
｝
■
b
⊃
Ψ
Φ
臼
一
〇
。
っ
O
O
o
嵩
⑪
p
乱
打
ω
興
鎚
甲
い
貯
び
。
欝

　
霜
り
ρ
窓
織
①
－
刈
メ
菊
ざ
費
鎚
一
り
G
ゆ
①
ぴ
一
鷺
ω
■
こ
こ
で
ピ
ナ
は
、
タ
ン
ジ
ャ
の
攻
囲

　
戦
で
の
記
述
と
は
異
な
り
、
シ
ャ
ー
ウ
ィ
…
や
を
地
名
と
し
て
理
解
し
て
い
る
。

　
お
そ
ら
く
ピ
ナ
の
時
代
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
の
認
識
に
お
い
て
こ
の
言
葉
は
既
に

　
タ
ー
マ
ス
ナ
…
地
方
を
指
す
地
名
に
変
化
し
て
い
た
の
だ
ろ
う
。

⑩
シ
ャ
ー
ウ
ィ
…
や
の
居
往
は
、
U
O
＞
呼
野
く
λ
鼠
鎧
ゆ
。
量
為
刈
穏
．
（
幻
ぎ
懸
。
γ

　
刈
刈
く
5
（
螺
¢
o
ゲ
Φ
歯
磨
y
刈
o
Q
「
．
（
諺
匹
Φ
謬
餌
信
謬
）
　
刈
o
Q
5
（
↓
Φ
α
q
の
α
q
影
y
圃
Q
Q
く
．
（
窓
旧
規
碧
勲
富
罫
ど

　
刈
り
野
（
》
N
黙
貯
）
に
確
認
で
き
る
。
例
外
は
既
に
述
べ
た
遍
①
｛
上
三
田
で
あ
る
。
こ

　
の
耀
の
北
崖
は
、
概
ね
イ
ブ
ン
・
マ
…
リ
ク
・
ス
フ
ヤ
…
ン
族
の
勢
力
範
囲
で
あ

　
り
、
フ
ル
ト
族
は
更
に
北
の
平
野
部
を
勢
力
範
囲
と
し
て
い
る
。

⑳
　
特
に
こ
の
シ
ャ
…
ウ
イ
！
や
の
衰
退
と
嗣
時
期
に
、
タ
ー
マ
ス
ナ
…
地
方
だ
け

　
で
な
く
ア
ズ
ガ
ー
ル
地
方
や
バ
バ
ト
地
方
で
も
、
シ
ャ
…
ウ
ィ
ー
や
出
身
の
ス
ー

　
フ
ィ
ー
が
中
心
に
な
っ
て
そ
の
部
族
民
の
定
住
化
、
農
業
活
動
へ
の
従
事
を
指
導

　
し
て
い
る
と
い
う
事
例
が
あ
る
。
こ
の
問
題
に
つ
い
て
は
別
の
機
会
を
見
つ
け
て

　
論
じ
た
い
。
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お
　
わ
　
り
　
に

　
本
稿
で
は
、
一
五
世
紀
を
窯
業
に
、
シ
ャ
ー
ウ
ィ
ー
ヤ
と
呼
ば
れ
る
部
族
集
団
の
動
向
を
、
飛
び
飛
び
な
が
ら
検
討
し
て
き
た
。
一
三
世
紀

か
ら
一
四
世
紀
に
か
け
て
次
第
に
定
住
化
、
一
体
化
し
て
い
っ
た
タ
ー
マ
ス
ナ
…
地
方
の
ア
ラ
ブ
人
と
ベ
ル
ベ
ル
人
の
諸
部
族
は
、
～
五
世
紀

ア
ブ
ー
・
サ
イ
ー
ド
・
ウ
ス
マ
ー
ン
三
世
の
治
世
以
降
の
内
乱
で
、
再
び
遊
牧
生
活
へ
移
行
し
、
王
朝
の
様
々
な
有
力
者
た
ち
に
支
援
を
行
い

な
が
ら
そ
の
勢
力
を
伸
張
さ
せ
た
。
そ
し
て
こ
の
遊
牧
民
部
族
集
団
は
、
勢
力
の
拡
大
と
と
も
に
、
元
来
遊
牧
民
～
般
を
指
し
た
「
シ
ャ
ー
ウ

ィ
ー
ヤ
」
と
い
う
名
称
で
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
り
、
こ
の
世
紀
の
半
ば
に
は
ワ
ッ
タ
…
ス
家
を
軍
事
的
に
支
援
す
る
二
つ
の
党
派
の
一
方
と
な

る
ま
で
に
成
長
し
た
。
し
か
し
新
王
朝
の
ス
ル
タ
ー
ン
は
も
う
一
方
の
部
族
集
団
フ
ル
ト
族
を
自
身
の
支
持
基
盤
と
し
て
い
た
た
め
、
王
朝
樹

立
以
後
彼
ら
は
権
力
構
造
の
中
心
か
ら
排
除
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　
お
そ
ら
く
　
五
世
紀
前
半
モ
ロ
ッ
コ
北
部
の
慌
し
い
政
情
の
変
化
は
、
ア
ズ
ガ
ー
ル
、
バ
バ
ト
地
方
と
い
っ
た
こ
の
地
域
北
部
で
形
成
さ
れ

た
部
族
集
団
と
、
タ
ー
マ
ス
ナ
ー
地
方
か
ら
ミ
ク
ナ
ー
ス
、
サ
ラ
ー
近
辺
へ
北
に
勢
力
を
拡
大
し
た
部
族
集
団
の
衝
突
が
、
別
の
形
で
表
簾
化

し
た
も
の
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。
前
者
を
代
表
す
る
ア
ラ
ブ
入
部
族
で
あ
る
フ
ル
ト
族
は
、
一
四
世
紀
後
半
ま
で
タ
ー
マ
ス
ナ
ー
地

方
で
有
力
だ
っ
た
が
、
一
五
世
紀
の
宋
に
一
旦
政
治
勢
力
と
し
て
は
消
滅
し
、
そ
の
後
ワ
ッ
タ
ー
ス
家
の
ワ
ズ
ィ
ー
ル
の
一
族
と
と
も
に
ア
ズ

ガ
ー
ル
地
方
で
勢
力
を
回
復
し
て
い
る
。
そ
し
て
タ
ー
マ
ス
ナ
ー
地
方
で
は
、
ベ
ル
ベ
ル
人
へ
の
帰
属
意
識
を
持
つ
部
族
集
団
シ
ャ
ー
ウ
ィ
ー

　
　
　
　
　
　
　
①

ヤ
が
突
然
姿
を
現
し
、
ま
た
両
者
の
中
間
の
平
野
で
は
、
シ
ャ
ー
ウ
ィ
ー
ヤ
と
ほ
ぼ
同
時
期
に
こ
の
地
へ
進
出
し
た
イ
ブ
ン
・
マ
ー
リ
ク
・
ス

フ
ヤ
ー
ン
族
が
、
彼
ら
の
土
地
の
支
配
を
確
立
し
て
い
く
。
こ
の
変
化
を
旧
来
の
部
族
集
団
の
物
理
的
消
滅
と
、
新
た
な
人
口
の
大
規
模
な
流

入
と
捉
え
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。
お
そ
ら
く
モ
ロ
ッ
コ
史
に
お
い
て
一
五
世
紀
前
半
と
は
、
マ
リ
ー
ン
朝
盛
期
ま
で
の
部
族
秩
序
が
、
ア

ブ
ー
・
イ
ナ
ー
ン
没
後
次
第
に
解
体
し
て
そ
の
極
限
に
達
し
た
後
、
そ
の
様
々
な
構
成
要
素
が
別
の
呼
称
の
下
で
…
一
こ
れ
は
新
た
な
ア
サ

ビ
ー
ヤ
に
よ
っ
て
、
と
言
い
換
え
る
こ
と
も
で
き
よ
う
1
再
構
成
さ
れ
た
時
代
だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
そ
し
て
そ
の
結
果
登
場
し
た
部
族
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集
団
を
区
別
す
る
も
の
は
、
実
際
の
血
縁
関
係
や
雷
語
、
生
活
形
態
の
相
違
以
上
に
、
彼
ら
自
身
の
帰
属
意
識
で
あ
り
、
そ
の
政
治
的
な
立
場

や
経
済
的
な
権
利
だ
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
つ
ま
り
、
ガ
ル
ブ
地
方
の
あ
る
部
族
が
フ
ル
ト
族
で
あ
り
、
タ
ー
マ
ス
ナ
i
地
方
の
あ
る
部
族

が
シ
ャ
ー
ウ
ィ
ー
ヤ
で
あ
る
、
と
い
う
区
分
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
で
の
部
族
秩
序
に
お
け
る
主
導
権
の
所
在
を
基
準
に
な
さ
れ
て
い
る
の
で

は
な
い
か
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　
と
こ
ろ
で
本
稿
で
は
、
～
五
世
紀
モ
ロ
ッ
コ
北
部
の
政
治
史
と
い
う
枠
組
み
に
限
定
し
て
部
族
集
団
の
動
向
を
考
察
し
て
き
た
が
、
同
時
期

の
ア
ル
ジ
ェ
リ
ア
西
部
に
定
着
し
た
フ
ダ
ィ
ル
族
の
事
例
を
宗
教
社
会
学
的
立
場
か
ら
検
討
し
た
ゆ
Φ
｝
｝
Φ
ω
c
。
“
ω
Q
。
c
。
誌
O
O
は
、
多
様
な
起
源

を
持
つ
遊
牧
民
部
族
集
団
が
混
合
し
て
新
た
な
部
族
集
団
を
形
成
し
た
と
き
、
シ
ャ
リ
ー
フ
や
聖
者
が
、
部
族
の
起
源
と
そ
の
社
会
内
部
で
の

階
層
化
を
説
明
す
る
一
た
だ
し
全
く
ア
ナ
ク
ロ
な
　
　
伝
説
の
中
で
登
場
す
る
と
述
べ
て
い
る
。
ま
た
同
じ
時
代
、
地
域
に
成
立
し
た
法
学

文
献
を
分
析
し
た
b
d
Φ
澱
葛
H
鷺
○
。
篇
ω
－
①
0
は
、
こ
の
地
方
に
お
け
る
ア
ラ
ブ
部
族
集
団
の
系
譜
の
混
乱
と
、
彼
ら
の
衰
退
、
定
住
化
の
問
題

を
取
り
上
げ
、
そ
の
結
果
と
し
て
形
成
さ
れ
る
階
層
化
、
細
分
化
し
た
部
族
社
会
の
統
合
の
象
徴
と
し
て
、
聖
賢
が
果
た
す
役
割
の
増
大
に
着

目
し
て
い
る
（
特
に
で
や
9
よ
O
）
。
日
識
簿
訂
α
q
冨
三
一
Φ
謡
一
。
。
命
。
。
Φ
が
述
べ
る
、
一
六
世
紀
モ
ロ
ッ
コ
で
の
タ
リ
ー
カ
ー
ー
シ
ャ
ー
ズ
ィ
リ
ー
ヤ
と

密
接
に
結
び
つ
い
た
、
シ
ャ
リ
ー
フ
や
聖
者
に
対
す
る
崇
敬
の
広
ま
り
が
、
本
稿
で
論
じ
た
薪
た
な
部
族
集
団
の
形
成
と
関
係
が
あ
る
可
能
性

を
指
摘
し
て
、
そ
の
終
わ
り
と
し
た
い
。

①
　
こ
の
認
識
は
一
七
世
紀
以
降
も
持
続
し
て
い
る
。
9
《
b
。
。
。
甲
。
。
N
に
よ
れ
ば
、
　
　
　
　
　
　
注
記
に
帰
属
す
る
こ
と
を
意
味
す
る
ザ
ナ
ー
テ
ィ
ー
と
い
う
ニ
ス
バ
と
、
シ
ャ
…

　
　
〇
一
八
年
初
め
（
1
1
一
六
〇
九
年
）
亡
く
な
っ
た
シ
ャ
ー
ズ
ィ
リ
ー
ヤ
の
シ
ャ
イ
　
　
　
　
　
ウ
イ
…
や
に
帰
属
す
る
こ
と
を
意
味
す
る
シ
ャ
ー
ウ
ィ
ー
と
い
う
ニ
ス
バ
を
持
ち
、

　
　
フ
翻
ア
ブ
i
・
ア
ル
カ
ー
ス
ィ
ム
・
プ
ン
・
ア
ッ
ズ
バ
ィ
ル
・
ミ
ス
バ
ー
ヒ
ー
　
　
　
　
　
そ
し
て
弟
子
で
も
あ
る
著
者
に
対
し
て
門
我
々
は
ザ
ナ
…
タ
で
あ
る
」
と
述
べ
て

　
　
》
ぴ
螢
p
甲
ρ
器
ぎ
げ
．
鋤
ア
N
魯
ρ
唄
叫
即
7
窓
富
び
魯
H
は
、
ベ
ル
ベ
ル
入
の
一
派
ザ
ナ
ー
　
　
　
　
　
い
る
。
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　　In　this　article，　1　aRalyze　this　process　of　change　by　focusing　on　the　rela£ionships

between　emperors　and　bureaucrats，　such　as　that　seen　in　the　incideRt　mentioned

above，　with　a　careful　and　in－depth　consideration　of　the　poittical　and　social　circum－

stances　surrounding　them．　In　addi磁on　to　recon血1曲暮the　chτono玉ogy　of　t厨s　in－

cident，　my　analysis　first　makes　clear　that　the　patronage　between　the　emperors

and　bureaucrats　in　the　Later　RomaR　Empire　was　no£　as　important　as　has　been

considered　by　many　scholars．　Furthermore，　with　regard　to　this　incident，　the　pa－

tronage　of　the　emperors　hardly　functioned　as　the　basis　of　bureaucratic　authority．

The　execution　of　Lucianus　theyefere　cannot　be　regarded　as　a　typical　example　in－

dicating　the　close　relationsbip　between　emperors　and　bureaucrats．　Secondly，　by

carefully　studying　contemporayy　titerary　sources　一Zosimus，　Libanius　（the　rhetor），

and　Symmachus　（the　senator）wu　it　is　evident　that　the　most　irnportant　factors　fonm－

ing　the　basis　of　in｛luence　and　authority　of　the　buireaucrats　were　their　personal

qualities．　Contemporary　writers　emphasized　the　exceRent　personal　quatities　of　the

bureaucrats　in　their　writing，　as　in　the　cases　of　Rufinus　and　Lucianus．　This　fact

shows止at　the　dominan宅factors　detemining　the　so壌ce　of．撫e　power　of　the

bureaucrats　in　the　Later　Roman　Empire　were　their　personal　qualities　and　good

character，　rather　£han　the　patronage　of　the　emperors．

　　Although　iRdividuaKsm　is　said　to　have　been　one　of　the　significant　characteristics

of　the　Byzantine　world，　my　analysis　from　this　point　of　view　wM　surely　be　highly

suggestive　ir｝　grasping　the　process　of　change　from　the　Roman　to　the　Byzantine

Empire．

Pouvo辻dynastique　et痴bus　nomades　au　nord　du　Maroc　att　XVe　slさcle：
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　Sur　la　formation　d’un　groupe　tribal　di£《S2wiyyah》

par

SHINODA　Tomoaki

　　Le　Maroc　de　la　pre面さre　moit16　du　XVe　sibcle　a　vu　la　d6cadence　mar瓢de　et　la

guerre　civ難e　end6miqae　l’accompagnant．　Cette　situation　du　pouvok’central　a　non

seulernent　cr66　une　acc616radon（圭u　d6membreme鍛t　de　lbrdre　tribal　d｛Sjb　en　cours

dans　cette　r6gion，　mais　aussi　sa　recomposition．　Notre　hypoth合se　est　que　l’apPari一

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　雛on　du　groupe　triba圭dit　SaWiyyah　y　a　contribu6　de　man呈bre　importante．　Cet　ar£ic｝e

apour　objet　d’6clah℃ir　les　6毛apes　de　la　fo㎜ation　de　ce　groupe　a釦〔avers　ses　inter－

ven雛ons　mhtaires　dans　les　inc呈den£s　poh£玉ques　de　l’6poque．
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　　Leo　A玩canus，　aute簾　d’origine　magh痴bine　du　XVIe　s至さ。茎e，　donne　｝　des

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　レgroupes　de匿bus　no職ades　berbさres　ce　nom（Sawiyyah）d6signant　originairement

des　61eveurs　de　moutons　ou　des　nomades　en　g6n6ral　sans　connotation　ethn呈que　ou

rac童ale　et　sou慧gne茎a　puissance　de｝’un　d’eux　dans　le　pays　de　TZmasn言，　une　r69童。鍛

tittorale　de圭’Atlantique　autour　de　Casablanca　de　nos　jours．　Bien　qu’H　pr6tende　que

les　Marihides　expa｝serent　de　cette£erre　les　tdbus　arabes　partisanes　des

MuwahbidUn　et　1’accordさrent　b　ces　tribus　berbhyes　en　r6compense　de　1’appui　qu’韮s

ava三e滋regu　d’elles，　noas　ne　pouvons　pas£rouver　de　preuve　documentaire　de

y（多Poque　con∬rmant　ce　changement．11　sem董）le　que　ces　tribus　arabes　rnaiτ1£血ent

une　pr6pond6yance　sur　toute　la　p6ri◎de，　rna玉gr6　un　bごassage　progressive，

par£icuhさrement　aprさs　la　c盛se　dy鷺astique　du　mi蓋eu　du　XIVe　si6cle．

　　Pendant玉e　rさgne　trさs　fa重ble　de　Aba　Sa’id’U並mEn　HI（r．1398－1420～）qui

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
d6clencha　la　d6cadence　rnarlnide，玉a　SaWiyyah　commenga　d’entrer　sur　la　scbne

poHdque．　Ele　6ten（五t　sa　zone　d’influence　en　fou】：nissant　une　aide　militaire　b　des

hommes　forts　qui　se　partageaient　le　royaume　durant　cette　p6蜘de　en　soutenant
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
chacun　so玖pr6毛endant　au　tr6ne．　Mais嚢est　dif丘cile　de　juger　si　ce乞te　Sawiyyah　se

r6f6rai£bun　groupe　coh6rent　et　toujours　identique　portan£ce　nom　ou　s圭mp茎eme獄t

bdes　nomades．

　　Cette　anal℃hie　dura　jusq9’｝　la　v圭cto圭re　sous　les　rnurs　de　Tan墓ah　（1437）

remport6e　par　le　vlzir　de　la　maison　des　Wa嫉護sldes　con毛re　l’arm6e　exp歪didonnake

portuga重se．　Cela　pe麟t　au　v圭z辻d’asseoir　son　autor圭t（5　abso至ue　au　d6tr血lent　des

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
autres　groupes，　dont　la　Sawiyyah．　Ene　fut　forc6e　de　reculer　devant　sa　pohtique

centralisatrice　ainsi　que　ceヨe　de　ses　deux　sttccesseurs．　Mais　aprξ…s　重a　purge　de

cette　maison　par　le　MarT麺de’Abd　al－Haqq　II（1458），　sulvle　de　la　r6vol宅e　de　F2s

men6e　par　le　chξir廿、辻mゑnide　entra全nant　la　chute　de圭a　dynastie　m益翻de（1465），　la

　

Sawiyyah　revint　sur　le　devant　de　la　scさne　poHtique．　Duranda　lutte　entre　le　ch琶hf

edes　Wat£護sides，　ces　demiers　s’歪taient　divis6s　e難deux　partis，1’un　appuy6　par

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
des£ribus　arabes　au　nord　du　Maroc，　comme　la　￥u｝t，1’autre　pair　la　SaWiyyah．　Leur

conciha盤oa　proviso辻e　d6cid6e　peu　aprさs　entra飴a至’ex遷du　ch6rif．　Par玉a　suite，

　　　　　　　　　　　　　Muhammad　al－Sayじ，　dirigeant　wat壊side　sou£enu　par　les　arabes，　parVint　a　prendre

茎acit6　de　F議s　et血augura　une　nouvene　dynastie．　Ces　d6veloppements　va至urent　b至a
　

S議wiyyah　une　position　d6favorab玉e　en　comparaison　de　la耳礒lt　dans至a　nouve難e

y（垂par盤tion　politique：e韮le　tornba　en　d6cadence　et無t　finalement　contrainte　de　s’en一

魚辻dans至a　r6910n　de　Tamasn2．

　　Au　f銭de　ces　6v6nements，　les　t曲us　nomades　d’orig沁es（聾verses　r6par乞呈es　dans

le　nord　du　Maroc　se　divis6rent　en　deux　partis　antagonistes：les　Arabes　partisanes

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　des　Wattasides　et　les　Berbbres　de　la　SaWiyyah．　Bien　que　t曲ale　b　1’origine，　cette

dis£inction　ne　prove鍛a圭t　pas　toujours　de　leur　consangu面t6　r6el茎e．　C’est　p至ut6tきla
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saite　du　brassage　des　tribus，　que　cet£e　appartenance　es£　deveRue　le　signe　d’une

a£fiBation　politique　par　rapport　au　pouvoir　dynastique　et　selon　｝a　position　que　cha－

cune　occupait　dans　1’ordre　tribal　de　chaque　r6gion．

The　Machi　Bugyo　of　Kyoto　and　Osaka　and　the　Organization　of　the

　　　Shogunate　Government　in　the　Kamigata　Regien　during　the

　　　　　　　　　　　　Later　Part　of　the　Early　Modem　Period

by

OGびRAり［、akashi

　　This　study　c｝arifies　the　structure　of　the　Shogunate　government　in　the　Kami－

gata　region　during　the　inid－to－later　part　of　the　early－modern　period　by　focusing

　　chiefiy　on　the　ad；nmistration　of　Osaka　and　Kyoto　and　also　investigates　the

position　and　function　of　the　machi　bugyo，　local　adrninistrators，　in　Kyoto　and

Osaka，　which　were　both　posts　occupied　by　two　oKcia｝s．

　　The　Shoshidai，　the　chief　shog！mal　othcial　in　Kyoto，　had　three　major　responsiblli－

ges：　governing　the　locality，　overseeing　the　irnperial　court，　and　guarding　Nijo　Cas－

tle．　The　Osaka　Jodai，　the　chief　shogunal　othcial　in　Osal〈a，　had　the　dual　responsibili－

ties　of　goveirning　the　locality　and　gnarding　Osaka　Castle．　Both　£hese　oNcials　su－

pervised　and　directed　iesser　shogLinal　ofucials　and　oversaw　their　operations．

Furthermore，　in　Kyoto　the　Sheshidai　operated　in　tandem　with　the　Kyoto　Machi

Bugyo　and　the　Kinrizuki，　the　shogunal　othcial　chairged　with　overseeing　the　imperial

court，　fotmg　a　consultative　body．　ln　Osaka，　the　Osaka　Jodai　smiafly　worked　in

cooperation　with　the　Osaka　Machi　Bugyo　and　the　Osaka　Joban，　who　was　responsi－

ble　for　Osaka　Castle．

　　The　machi　bugyo　of　both　Kyoto　and　Osaka　were　posts　occupied　by　a　pair　of　oth－

cia｝s．　When　a　matter　was　to　be　lool〈ed　into，　they　wou｝d　invesggate　and　deliberate

on　it　jointly　and　they　were　also　charged　with　directing　the　shuhatsug’i，　the　shogun－

al　system　of　communication　and　transportatioR．　lt　was　only　through　this　1tind　of

support　provided　by　the　functioning　of　the　machi　bugyo　in　Kyo£o　and　Osaka　that

tlie　Shoshidai　and　Osaka　Jodai　were　able　te　carry　out　their　own　edicial　duties．

　　In　addition　to　acting　as　a　substitute　within　their　own　sphere　of　authority　when

the　other　of　the　two　machi　bugyo　in　Kyoto　or　Osaka　was　uRable　to　carry　ou£　his

daties　or　was　absent，　the　Kyoto　or　Osaka　Machi　Bugyo　might　also　act　in　place　of

the　lone　Shoshidai　or　Osaka　Jodai　or　in　tieu　of　the　bugyo　of　Fusim，　Nara　and
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